
『
法
華
玄
義
』
の
研
究
(
十
二
)

は
じ
め
に

本
論
文
は
、
『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
之
上
の
第

一
部
七
番
共
解
の
第
一
章
標

章
の
第
五
節
「
教
相
」

の
部
分
を
原
典
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
究
明

い
く
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
平
成
二
十
年
度
秋
学
期
(
九
月
1

一
月
)
の
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
前
期
課
程
お
よ
び
後
期
課
程
の
「
演
習
」

の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ

る
。
授
業
の
受
講
生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修

(
H
)
の
私
の
ゼ
ミ
生
の
つ

、

ぎ
の
諸
氏
で
あ
る
。

川
瀬
隆
〔
修
士
一
年
〕
、
竹
林
智
彦
〔
修
士
二
年
〕
、
加
藤
正
賢
〔
博
士
二

年
〕
、
伊
藤
光
害時
・
天
野
弘
堂
〔
研
究
生
〕
、
武
藤
明
範
・
水
野
荘
平
・
久

田
静
隆
・
ト
ラ
ン
ト
ウ
イ
カ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
)
・
鈴
木
あ
ゆ
み
・
森
琢
朗

〔
研
究
員
〕
、
今
井
勝
子
・
嘗
間
日
澄
・
ダ
オ
ト
リ
ン
チ
ン

ニ
ャ
ン
・
ト

大

野

楽

人

ラ
ン
ア
ン

コ
ア
・
ト
ラ
ン
ク
オ

ッ

ク
フ
ォ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
)
〔
聴
講
生
〕

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て

発
表
し
て
も
ら
い

そ
れ
を
伊
藤
光
害
時
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」
、
詳
細

で
膨
大
な
「
注
」
、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
頂
き
、

そ
れ
を
私
が

加
筆
し

そ
れ
を
訂
正
し
て
頂
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な

原
稿
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

。

伊
藤
光
喜
一
時
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
世
に
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る

。

伊
藤
光
書
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
あ

が
っ
た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思

わ
れ
る

。

そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」

を

つ
ぎ
に

「
注
」
を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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原

文

人間文化

次
照
二
幽
小
〈
口
→
浅
行
偏
明
嘗
分
漸
解
。
此
如二
三
蔵
→
三
蔵
本
不
レ
矯
レ
大
。
大

難
レ
在
レ
座
多w
w婆
和
小
所
レ
不
レ
識
。
此
乃
小
隔
二
於
大
→
大
隠
一一於
小
→
約
一
一
法

被
v
縁
名
一
一
漸
教
相
→
約
一
一
一
説
次
第

一名
一
一
酪
昧
相
イ
次
照
一
一
平
地
イ
影
臨
-
一高
水

一

、
逐ニ
器
方
園
-随
二
波
動
静
→
示
二
悌
土

一令
ニ
浄
識
不
同
→
示
一一
現
一
身
一
巨
細
各

異
。

一
一
音
説
法
随
レ
類
各
解
。
恐
畏
歓
喜
厭
離
断
疑
一
脚
力
不
共
故
。
見
有
二
津

積
一
聞
有
二
褒
辰
→
嘆
有
二
蒼
葡
不
蒼
葡
→
華
有

二
著
身
不
著
身
→
慧
有
ニ
若
干
不

若
干
→
此
如
二
浄
名
方
等
→
約
二
法
被
v
縁
猶
是
漸
教
。
約
一
一説
次
第
一
生
蘇
昧
相
。

(
書
き
下
し
文
)

(
そ
の
こ
は
、
酪
味
)

警;3
イ7fZ
を位i

偏!容
にを
明ぁ 照
から
すす

ょ
う
や
げ

当
分
に
漸
く
解
す
。

こ
れ
は
三
蔵
の
ご
と
し
。

三
蔵
は
も
と
大
の
た
め
な
ら
ず
。

た
た
ば
わ

多
移
婆
和

大
は
座
に
在
り
と
い
え
ど
も
、

す
。
小
の
識
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
小
は
大
を
隔
て
、
大

は
小
に
隠
る
。

法
は
、
縁
に
被
ら
せ
る
に
約
せ
ば
、
漸
教
の
相
と
名
づ
く
。

説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
酪
味
の
相
と
名
づ
く
。

(
そ
の
三
は
、
生
蘇
味
)

び
ょ
う
ち

つ
、

ぎ
に
平
地
を
照
ら
す
。

ほ
う
え
ん
お
ど
う
じ
よ
う

(
8
)

影
は
万
水
に
臨
み
、
器
の
方
円
を
逐
い
、
波
の
動
静
に
随
う
。

一
仏
土
を
示
し
て
浄
械
不
同
な
ら
し
め
、
一
身
を
示
現
す
る
に
巨
細
お
の
お

一
音
の
説
法
も
類
に
し
た
が
っ
て
お
の
お
の
解
し
、
恐
畏
し
、
歓
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の
異
な
り
、

吾子

神i し
力;
不f 厭
共よ離
なし
りさ
断
疑
す

じ
よ
う
え
ほ
う
へ
ん

故
に
、
見
に
浄
械
あ
り
、
聞
に
褒
舵
あ
り
、

け
じ
ゃ
〈
し
ん
に
や
っ
か
ん

華
に
著
身
と
不
著
身
と
あ
り
、
慧
に
若
干
と
不
若
干
と
あ
る
。

く
せ
ん
ぷ
く

嘆
に
蒼
萄
と
不
蒼
萄
と
あ
り
、

こ
れ
は
、
『
浄
名
』
の
方
等
の
ご
と
し
。

法
は
、
縁
に
被
ら
せ
る
に
約
せ
ば
、
な
お
こ
れ
は
漸
教
な
り
。

説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
生
蘇
味
の
相
な
り
。

(
注
)

(
7
)
つ
ぎ
に
幽
谷
を
照
ら
す
。
浅
行
を
偏
に
明
か
す
。
当
分
に
漸
く
解
す
。
こ
れ

は
三
蔵
の
ご
と
し
。
三
蔵
は
も
と
大
の
た
め
な
ら
ず
。
大
は
座
に
在
り
と
い
え
ど

も
、
多
跨
婆
和
す
。
小
の
識
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
小
は
大

を
隔
て
、
大
は
小
に
隠
る
。
法
は
、
縁
に
被
ら
せ
る
に
約
せ
ば
、
漸
教
の
相
と
名

づ
く
。
説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
酪
味
の
相
と
名
づ
く

H

「
つ
ぎ
に
幽
谷
を
照
ら

す
」
は
、
智
額
が
、
「
華
厳
の
四
照
」
の
う
ち
、
高
山
と
金
剛
宝
山
を
合
わ
せ
て

幽
谷
と
読
み
替
え
、
高
山

・
幽
谷
・
平
地
の
「
天
台
の
三
照
」
を
立
て
た
、
そ
の

幽
谷
を
い
う
。
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「幽
谷
」
は
、
奥
深
い
と
こ
ろ
、
奥
深
い
静
か
な
谷
を
い
う
。

せ
ん
ぎ
よ
う

「浅
行

」
は
、
小
機
の
小
乗
の
声
聞
人
が
目
指
す
、
灰
身
滅
智
を
究
極
と
す

る
、
浅
い
修
行
を
い
う
。

「
偏」
は
、
〈
ひ
と
え
に
〉
と
訓
み
、
一
方
的
に
、
片
寄
っ
て
の
意
を
い
う

。

な

お
、
「
遍
」
と

「偏
」
は
、
行
き
渡
る
遍
満
を
い
う
。

「明
か
し
」
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
び
ら
か
に
説
き
明
か
す
こ
と
を

い
v
つ
。

と

う
ぶ
ん

「当
分
」
は
、

一
般
的
に
は
、
差
当
り
、
し
ば
ら
く
の
問
、
当
座
の
意
を
い

う
。

こ
こ
で
は
、
当
分
の
「
当
」
は
、
釣
り
合
う

「相
当
ニ
、
当
て
は
ま
る

「適

当
」
の
意
で
、
か
れ
と
わ
れ
と
が
ぴ
っ
た
り
あ
た
り
あ
う
こ
と
を
い
う

。

「
分」

は
、
分
か
ち
の

「区
別
」、
持
ち
前
の

「性
質

・

天
分
」
を
い
う

。

し
た
が
っ
て

当
分
は
、
修
行
す
る
そ
の
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
際
、
段
階
に
お
い
て
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
機
根
・

根
性
と
い
う
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
応
じ
て
の
意
を
い

〉
「
ノ。

ぜ
ん
ぜ
ん
じ

「
漸」
は
、
〈よ
う
や
く

〉
と
訓
み

、

漸
次
と
同
義
。
漸
次
は
、
順
序
次
第
を
い

う

。

浅
か
ら
深
に
順
次
に
、
だ
ん
だ
ん
に
を
い
う

。

「三
蔵
は
、
も
と
大
の
た
め
な
ら
ず
」
は
、
「
蔵
」
の
原
語
で
あ
る
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
ピ
タ
カ
は
、
容
器
、
穀
倉
、
篭
、
暗
記
さ
れ
た
も
の
な
ど
の
意
を
い

い
、
一
切
の
仏
教
の
文
書
や
教
義
を
蔵
す
る
も
の
を
い
う
。

「
三
蔵
」
は
、

一
般
的
に
は
、
仏
教
の
聖
典
を
経
蔵

・

律
蔵
・

論
蔵
の
三
種
類

に
分
類
し
た
名
称
で
あ
り
、
仏
教
聖
典
の
全
体
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
「
三
蔵
」
は
、
経

・

律
・

論
の
三
蔵
を
完
備
し
た
小
乗
教
を
い

い
、
蔵
・

通
・
別
・
円
の
化
法
の
四
教
の
一
つ
の
(
三
)
蔵
教
を
い
う

。

「本
」
は
、
〈
も
と
〉
と
訓
み
、
木
の
下
の
部
分
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

は
、
も
と
か
ら
、
元
来
の
意
を
い
う
。

も
と

た

た

ぱ
わ

「
多
跨
婆
和
」
は
、

『釈
鍍
』
に
は
、

「多
跨
」
は
歩
行
を
学
ぶ
す
が
た
と
あ

り
、

「婆
和
」
は
こ
と
ば
を
習
う
声
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
原
義
か
ら
、
「
多

跨
」
を
、
師
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
含
め
た
法
式
の

一
切
を
模
倣
す
る
こ
と
と
取

り
、
「
婆
和
」
を
、
師
が
暗
譜
す
る
経
文
を
復
唱
す
る
こ
と
と
取
る
。

「小
の
識
ら
ざ
る
と
こ
ろ

」
は
、
三
蔵
教
を
実
習
す
る
も
の
は
、
「浅
行
を
偏
に

明
か
」
し
、

「当
分
に
漸
く
解
す
」
(
三
)
蔵
教
の
教
え
を
、
方
便
の
教
え
と
取
る

の
で
は
な
く
、
真
実
・

実
と
取
り
、
信
じ
て
疑
う
こ
と
が
な
い
こ
と
を
、
識
ら
ざ

る
と
こ
ろ
な
り
の

「不
識
」
と
示
す

。

ぜ
ん
き
ょ
う

「
漸
教
」
の
「
漸
」
は
、
〈よ
う
や
く

〉
と
訓
む

。

漸
漸
は
、
だ
ん
だ
ん
、
次

第
次
第
に
の
意
を
い
う

。
一
般
に
漸
教
は
、
ω
長
期
間
の
修
行
に
よ
り
、
だ
ん
だ

ん
に
悟
り
を
得
る
教
法
で
あ
り
、

ω
小
乗
な
ど
の
浅
い
内
容
の
教
法
か
ら
、
順
次

に
深
い
大
乗
な
ど
の
教
え
に
説
き
進
み
、
人
々
を
順
次
に
誘
導
誘
引
し
て
い
く
教

え
を
い
う
。
つ
ま
り
仏
釈
尊
が
、
人
々
の
機
根
・
根
性
に
応
じ
て
順
次
に
導
い
て

い
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
教
え
を
い
い
、
頓
教
の
『
華
厳
経
』
以
外
の
経
典
を
指

す
。仏

は
、
華
厳
の
会
座
で
、
仏
自
ら
の
悟
っ
た
あ
り
の
ま
ま
を
説
か
れ
た
が
、
多

く
の
も
の
は
聾
の
ご
と
く
痘
の
ご
と
く
、
少
し
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
仏
は
こ
れ
よ
り
、
説
法
を
聴
聞
す
る
衆
生
を
調
整
し
て
機
根
を
開

発
し
て
い
き
、
漸
漸
に
衆
生
を
導
い
て
、
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
み
に
誘
っ
て
い

く
。

こ
れ
を
漸
教
と
い
う

。

漸
教
は
、
五
時
の
な
か
の
鹿
苑
・

方
等
・
般
若
の
三

時
を
指
す
。

「
酪
味
」
の
酪
は
、
牛
乳
を
乳
酸
菌
で
発
酵
さ
せ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
類
を
い
う
。

絞
り
た
て
の
生
乳
は
、
暑
熱
の
地
で
は
殊
に
腐
り
や
す
い
。
だ
か
ら
搾
っ
た
生

乳
は
、
先
ず
加
熱
し
殺
菌
さ
れ
る
。
加
熱
し
殺
菌
さ
れ
た
乳
に
乳
酸
菌
や
酵
母
を

混
ぜ
る
と
、
乳
は
発
酵
す
る
。
発
酵
し
た
乳
は
、
生
理
的
に
生
乳
を
受
け
付
け
な
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い
人
に
も
飲
み
易
く
な
る
。

飲
み
易
く
な
っ
た
酪
味
で
、
小
機
も
仏
の
説
法
を
受
け
入
れ
易
く
、
だ
ん
だ
ん

に
修
行
を
進
め
て
い
く
漸
教
の
初
門
で
あ
る
鹿
苑
阿
合
時
を
象
徴
す
る
。

世
界
に
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

に
類
す
る
も
の
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

参
考
|
|
「
三
蔵
」
に
つ
い
て

伝
説
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
入
滅
後
間
も
な
く
、
大
迦
葉
を
始
め
と
す
る
諸
弟
子
が

集
ま
っ
て
三
蔵
を
結
集
し
編
纂
し
た
と
い
う
。
こ
の
三
蔵
の
存
在
を
実
証
す
る
の

は
、

一
世
紀
ご
ろ
の
銘
文
に
あ
る

「蔵
を
知
る
者
」
の
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

部
派
仏
教
の
う
ち
、
有
力
な
部
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
三
蔵
を
も
っ
て
い
た

ら
し
い
が
、
現
在
ま
で
そ
れ
を
完
全
に
伝
承
し
て
い
る
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
上
座

部
の
『
南
伝
大
蔵
経
』
だ
け
で
あ
る
。
説
一
切
有
部
は
、
律
蔵

・

論
蔵
だ
け
を
伝

え
、
そ
の
他
で
は
ご
く
一
部
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
で
は
、
そ
れ
ら
の
諸
部
派
の
三
蔵
を
小
乗
の
典
籍
と
反
し
て
、
別
に

大
乗
経
・
大
乗
論
を
編
集
し
て
い
る
。

中
国
で
は
小
乗
を
三
蔵
教
と
呼
び
、
聖
典
と
し
て
の
三
蔵
は
一
切
経
ま
は
た
大

蔵
経
と
呼
ぶ
が
、
大
蔵
経
の
目
録
に
は
、
大
小
乗
に
経

・

律
・

論
の
三
蔵
を
分
類

し
て
い
る
。

人間文化

な
お
部
派
仏
教
の
な
か
で
も
、
大
衆
部
で
は
三
蔵
に
本
生
因
縁
な
ど
を
含
む

ぞ
う
ぞ
う
と
〈
し
ぶ
じ
ゅ
ぞ
う

雑
蔵
を
加
え
、
慣
子
部
で
は
真
言
や
陀
羅
尼
を
含
む
呪
蔵
を
加
え
て
四
蔵
と
立

ご
ん
じ
ゅ
ぞ
う

て
、
大
衆
部
の
一
説
で
は
三
蔵
に
雑
集
蔵
と
禁
呪
蔵
を
加
え
、
法
蔵
部
で
は
呪
蔵

と
菩
薩
蔵
を
加
え
、
『
成
実
論
』
で
は
雑
蔵
と
菩
薩
蔵
を
加
え
、
『
六
波
羅
蜜
経
』

で
は
般
若
波
羅
蜜
多
蔵
と
陀
羅
尼
蔵
を
加
え
て
、
五
蔵
を
数
え
た
。

ま
た
経
蔵
と
律
蔵
の
二
、
声
聞
蔵
と
菩
薩
蔵
の
二
を
、
二
蔵
と
い
う
こ
と
も
あ

す
G
。

経
蔵
は
、
仏
陀
の
教
説
の
要
説
で
あ
る
経
の
部
類
に
属
し
、
律
蔵
は
、
仏
が
制

定
し
た
教
団
の
生
活
規
則
で
あ
る
律
の
部
類
に
属
し
、
論
蔵
は
、
仏
陀
の
教
説
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
勝
れ
た
智
慧
に
よ
っ
て
組
織
し
体
系
付
け
、
論
議
解
釈
し

た
論
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
三
蔵
を
三
学
に
配
し
て
、
経
は
定
、
律
は
戒
、
論
を
慧
の
そ
れ
ぞ
れ
一
学

を
特
に
あ
ら
わ
す
と
い
い
、
ま
た
三
蔵
の
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
学
を
あ
ら
わ

す
と
も
、
あ
る
い
は
経
は
戒

・

定
・

慧
、
律
は
戒
・

定
、
論
は
慧
を
あ
ら
わ
す
と

も
い
う
。

54 

も
と
こ
の
三
蔵
は
、
原
始
仏
教
や
、
後
に
小
乗
と
い
わ
れ
る
部
派
仏
教
の
聖
典

を
指
す
こ
と
ぼ
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
乗
の
こ
と
を
三
蔵
教
と
も
蔵
教
と
も
い
う

が
、
後
に
は
大
乗
で
も
こ
の
語
を
用
い
、
三
蔵
に
声
聞
を
い
う
下
乗
と
、
菩
薩
を

い
う
上
乗
と
の
区
別
が
あ
る
か
ら
、
合
わ
せ
て
六
蔵
と
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。

た
た
ぱ
わ

参
考
|
|
「
多
跨
婆
痢
」
に
つ
い
て

『
釈
畿
』
に
は
、
「
多
跨
は
こ
れ
行
を
学
ぶ
相
、
婆
蜘
は
こ
れ
語
を
習
う
相
」
と

あ
り
、
多
跨
は
小
児
の
歩
行
を
学
び
、
婆
煎
は
小
児
の
語
を
習
う
声
を
い
う
と
あ

ヲQ
。

『
釈
畿
講
義
』
に
は
、
「究
文
に
拠
ら
ば
多
拶
は
舌
内
の
音
、
婆
和
は
唇
内
の
音

な
り
。
語
を
な
し
易
き
が
故
に
、
ま
さ
に
と
も
に
学
語
の
声
な
る
べ
し

」
と
あ

り
、
多
拶
は
舌
内
の
音
、
婆
和
は
唇
内
の
音
で
あ
り
、
こ
ど
も
が
発
声
を
学
ぶ
す

が
た
を
想
定
し
、
始
め
て
仏
教
を
修
行
す
る
人
や
修
行
者
と
な
っ
て
日
の
浅
い
人

が
始
め
て
三
蔵
教
を
学
ぶ
、
三
蔵
の
始
行
の
初
教
に
喰
え
て
い
る
。
な
お
初
教

は
、
辞
典
に
は

一
般
的
な
大
乗
を
い
う
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
始
め
て
仏
道
に

入
る
三
蔵
教
を
い
う
と
取
る
。

『
釈
畿
私
記
』
に
は
、
「跨
の
字
は
発
音
が
弱
く
、
小
児
の
行
な
い
で
あ
る
。
婆

和
の
字
は
、
発
音
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
小
児
の
姿
と
な
る
。

」
と
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あ
る
。

な
お
、
『
南
本
浬
繋
経
』
巻
第
十
八
発
行
品
之
第
五
に
、
「
ま
た
嬰
児
は
、
よ
く

大
字
を
説
く
。
知
来
も
ま
た
し
か
な
り
、
大
字
を
説
く
。
い
わ
ゆ
る
婆
剰
な
り
。

痢
は
有
為
、
婆
は
無
為
な
り
。
こ
れ
を
嬰
児
と
名
づ
く
。
」
(
『
大
正
蔵
』
一
二
・

七
二
八
C
)
と
あ
る
。

こ
の
一
旬
に
先
立
っ
て
、
仏
が
似
る
嬰
児
の
有
り
様
を
具
体
的
に
例
示
す
る
。

嬰
児
は
、
立
ち
上
が
っ
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
行
っ
た
り
来
た
り
、
話
し

た
り
す
る
こ
と
が
十
分
に
は
で
き
な
い
。
仏
も
、
嬰
児
と
よ
く
似
て
い
る
。

立
ち
上
が
れ
な
い
と
い
え
ば
、
仏
は
心
に
欲
し
い
も
の
を
思
い
起
こ
さ
な

立
ち
止
ま
ら
な
い
と
い
え
ば
、
仏
は
、
す
べ
て
の
も
の
に
執
著
し
な
い
。

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
ば
、
仏
は
、
行
動
に
は
ま
っ
た
く
動
揺
が
な

、
v

立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
ば
、
仏
は
、
す
で
に
妙
寂
に
到
達
し
て
い

。

司
令話

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
ば
、
仏
は
、
人
々
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
演
説
し

て
い
る
が
、
実
は
何
も
説
い
て
い
な
い
。
仏
は
、
世
間
の
在
り
方
に
随
っ
て
い
な

い
か
ら
、
説
く
と
い
う
行
為
も
な
い
。
仏
の
こ
と
ば
は
秘
密
の
こ
と
ぼ
で
あ
る
か

ら
、
仏
に
は
こ
と
ば
は
な
い
。

さ
ら
に
嬰
児
は
、
名
称
と
そ
の
も
の
と
が
一
致
し
な
い
し
、
正
し
い
こ
と
ば
を

知
ら
な
い
が
、
も
の
を
判
別
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
仏
も
、
嬰
児
と
よ
く
似
て

い
る
。

生
け
る
も
の
の
種
類
が
雑
多
で
、
こ
と
ば
も
区
々
で
あ
る
。
だ
か
ら
仏
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
を
使
っ
て
語
り
、
生
け
る
も
の
す
べ
て
を
理
解
で
き
る
よ
う
に

す
る
、
と
嬰
児
と
仏
の
類
似
点
を
挙
げ
、
冒
頭
の
一
句
が
続
い
て
明
か
さ
れ
る
。

嬰
児
は
、
粗
い
大
き
な
文
字
を
書
く
が
、
わ
た
し
も
同
じ
よ
う
に
組
い
大
き
な

文
字
を
書
く
。
い
わ
ゆ
る
パ
(
婆
)
と
ヴ
ア
(
痢
)
で
あ
る
。
ヴ
ァ
は
生
滅
の
有

り
様
を
い
い
、
パ
は
生
滅
の
な
い
有
り
様
を
い
う
。
こ
れ
を
称
し
て
嬰
児
と
い

う
。
ヴ
ァ
は
無
常
を
い
い
、
パ
は
不
変
を
い
う
。
わ
た
し
は
不
変
な
る
も
の
を
説

く
と
、
ひ
と
び
と
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
も
の
に
は
不
滅
な
も
の
が
あ
る
と
信
じ
、

し
た
が
っ
て
無
常
を
否
定
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
嬰
児
の
生
き
方
と
い
う
、
と
あ

マh
v。こ

こ
で
は
、
嬰
児
行
を
い
う
婆
和
と
は
取
ら
な
い
。
「
多
跨
」
は
歩
行
を
学
ぶ

す
が
た
を
い
い
、
「
婆
和
」
は
こ
と
ば
を
習
う
声
を
い
う
と
取
り
、
本
文
に
当
て

は
め
て
、
「
多
跨
」
は
、
師
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
含
め
た
法
式
の
一
切
を
模
倣

す
る
こ
と
と
取
り
、
「
婆
和
」
は
、
師
が
暗
諦
す
る
経
文
を
復
唱
す
る
こ
と
と
取

守
令
。

参
考
|
|
『
阿
含
経
』
に
つ
い
て

「
阿
含
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ア
l

ガ
マ
の
音
写
。
伝
承
さ
れ
た
教
法
を

い
〉
つ
。

「
阿
含
」
は
、
弟
子
た
ち
が
伝
承
し
た
仏
釈
尊
の
教
え
を
、
後
に
編
集
し
た
も

の
で
、
仏
教
史
上
最
初
に
成
立
し
た
経
典
群
、
す
な
わ
ち
多
数
の
単
経
を
集
め
て

編
集
し
た
叢
書
で
、
仏
釈
尊
の
直
接
の
教
説
を
含
む
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

仏
釈
尊
の
教
説
は
、
は
じ
め
口
伝
に
よ
っ
て
断
片
的
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、

教
団
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
整
備
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
い

ろ
い
ろ
修
正
や
増
広
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ω
長
阿
合
(
比
較
的
長
い
経
を
集
録
)

ω
中
阿
合
(
中
く
ら
い
の
長
さ
の
経
を
集
録
)

ω
相
応
阿
合
(
ご
く
短
い
、
多
数
の
経
を
経
説
の
種
類
に
従
っ
て
編
集
)

凶
増
一
阿
含
(
短
い
、
多
数
の
経
を
経
説
の
内
容
か
ら
数
に
従
っ
て
分
類
編
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)

の
四
に
類
別
さ
れ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
数
十
な
い
し
数
百
の
単
経
を
含
ん
で
い

る
。
そ
の
他
、

同
雑
部
と
し
て
、
前
の
四
の
ど
れ
に
も
収
め
ら
れ
な
い
も
の
を
ま
と
め
て
い

可
。
。

現
在
、
完
全
な
形
で
存
在
し
て
い
る
の
は
、
南
方
上
座
部
(
テ

1

ラ
ヴ
ァ
l

ダ
)
が
伝
持
し
た
パ
l

リ
語
の
『
阿
合
経
』
だ
け
で
、

ω
に
当
た
る
長
部
デ
ィ
l

ガ
・
ニ
カ
1

ヤ
、
ω
に
当
た
る
中
部
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ

1

ヤ
、
ω
に
当
た
る
相
応

部
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ

l

ヤ
、
凶
に
当
た
る
増
支
部
ア
ン
グ
ッ
タ
ラ
・
ニ
カ

l

ヤ
、
問
に
当
た
る
小
部
ク
ッ
ダ
カ
・
ニ
カ
l

ヤ
の
五
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
五
部
の
パ
l

リ
語
原
典
は
、
パ
l

リ
聖
典
協
会
に
よ
っ
て
組
織
的
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
国
の
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
ほ

と
ん
ど
が
説
一
切
有
部
系
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
文
の
『
阿
合
経
』
の
断
片
が
、

現
在
続
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

北
方
系
仏
教
で
は
、
長
阿
合
・
中
阿
含
・
増
一
阿
合
・
雑
阿
合
と
い
う
四
種
を

数
え
、
漢
訳
で
現
存
す
る
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は

『
長
阿
合
経
』
二
十
二
巻
、
後
秦
の
仏
陀
耶
舎
と
竺
仏
念
の
訳
、
川
に
相
当
、

法
蔵
部
が
伝
え
た
も
の
ら
し
い
。
三
十
経
を
含
む
。

く
ど
ん
そ
う
ま
や
だ
い
ぱ

『
中
阿
合
経
』
六
十
巻
、
東
晋
の
塵
曇
僧
伽
提
婆
の
訳
、

ω
に
相
当
、
説
一
切

有
部
が
伝
え
た
も
の
ら
し
い
。
二
百
二
十
二
経
を
含
む
。

〈
ど
ん
そ
う
ぎ
や
だ
い
ぱ

『
増
一
阿
合
経
』
五
十
一
巻
、
東
晋
の
塵
曇
僧
伽
提
婆
の
訳
と
さ
れ
、
凶
に
相

当
、
大
衆
部
が
伝
え
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。
法
数
に
よ
っ
て

内
容
を
ま
と
め
、
一
法
か
ら
十
一
法
に
至
る
ま
で
を
一
ま
と
め
に
し
た
の
で
こ
の

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

『
雑
阿
合
経
』
五
十
巻
、
五
世
紀
半
ば
頃
、
劉
宋
の
求
那
政
陀
羅
の
訳
、

ω
に

相
当
、
説
一
切
有
部
が
伝
え
た
も
の
ら
し
い
。
他
の
阿
合
経
に
収
め
ら
れ
な
い
短

い
多
数
の
経
典
を
集
録
し
て
あ
る
。

漢
訳
に
は
そ
の
他
に
、
部
分
訳
の
『
雑
阿
合
経
』
、
多
く
の
単
経
、
切
に
含
ま

れ
る
べ
き
『
法
句
経
』
や
『
ジ
ャ
l

タ
カ
』
の
よ
う
な
種
々
の
経
典
が
あ
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
文
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
多
く
の
単
経
が
現
存
す
る
が
、
川

ω
ω
凶
な
ど
に
相
当
す
る
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
な
い
。

『
阿
合
経
』
の
註
解
と
し
て
漢
訳
で
現
存
す
る
も
の
に
、
い
ず
れ
も
『
大
正

蔵
』
第
二
十
五
巻
に

『
四
阿
鎗
暮
抄
解
』
二
巻
、
前
秦
の
鳩
摩
羅
仏
提
等
の
訳

そ
う
ぎ
や
だ
い
ぱ

『
三
法度
論
』
三
巻
、
東
晋
の
僧
伽
提
婆
の
訳

『
分別
功
徳
論
』
五
巻
、
訳
者
不
詳
、
な
ど
が
あ
る

。

パ
l

リ
語
の
『
阿
合
経
』
は
、
『
南
伝
大
蔵
経
』
第
六
・
四
四
に
和
訳
さ
れ
て

い
る
。
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漢
訳
の
長
・
中
・
増
一
・
雑
の
四
阿
合
経
、
お
よ
び
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
単

経
に
相
当
す
る
異
訳
が
、
『
大
正
蔵
』
第
一
・
二
巻
に
、
ま
た
間
に
含
ま
れ
る
べ

き
種
々
の
経
が
、
『
大
正
蔵
』
第
三
・
四
巻
に
収
め
ら
れ
る
。

(
8
)
つ
ぎ
に
、
平
地
を
照
ら
す
。
影
は
、
万
水
に
臨
み
、
器
の
方
円
を
逐
い
、
波

の
動
静
に
随
う
H

「
平
地
」
は
、
〈
び
ょ
う
ち
〉
と
訓
む
。
高
山
と
幽
谷
に
続
い

て
、
日
光
が
つ
、
ぎ
に
平
地
を
照
ら
す
。
先
ず
頓
教
の
華
厳
を
説
き
、
続
い
て
漸
教

で
小
乗
の
四
阿
合
を
説
い
た
後
、
漸
教
で
大
乗
の
方
等
部
・
般
若
部
を
説
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
機
根
の
人
が
次
第
に
大
乗
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
教
化
し
、

や
が
て
は
『
法
華
経
』
『
浬
繋
経
』
に
導
き
入
れ
る
こ
と
を
例
え
る
。

「
三
照
」
は
天
台
智
顕
が
、
華
厳
四
照
の
警
轍
を
、
『
法
華
経
』
信
解
品
の
文
に

引
き
当
て
、
高
山
・
幽
谷
・
平
地
か
ら
成
る
「
天
台
の

三
照
」
と
改
め
、
五
時
の

教
え
の
例
え
と
し
て
示
す
。
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「
高
山
」
は
、
日
が
出
る
と
、
最
初
に
高
山
を
照
ら
す
こ
と
か
ら
、
仏
が
成
道

し
て
最
初
に
『
華
厳
経
』
を
説
い
て
、
直
ち
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
大
機
の
菩
薩

を
教
化
す
る
こ
と
に
例
え
る
。

「
幽
谷
」
は
、
朝
日
が
高
山
に
続
い
て
幽
谷
を
照
ら
す
こ
と
か
ら
、
ベ
ナ
レ
ス

の
鹿
野
苑
に
お
い
て
、
小
乗
教
を
説
い
て
声
聞
・
縁
覚
を
教
化
す
る
こ
と
に
例
え

ず
。
。「

平
地
」
は
、
高
山
と
幽
谷
に
続
い
て
、
朝
日
が
平
地
を
照
ら
す
か
ら
、
後

に
、
方
等
教
な
い
し
『
浬
繋
経
』
を
説
い
て
、
次
第
に
大
乗
に
入
る
機
根
の
人
を

教
化
す
る
こ
と
に
例
え
る
。
平
地
は
後
世
、
荊
渓
湛
然
が
「
食
時
・
問
中
・
正

中
」
の
三
時
に
分
け
る
。

第
五
節
教
相
の
注
、
〈
「
五
味
」
と
『
法
華
経
』
信
解
品
の
「
領
解
段
」
に
基
づ

く
、
「
四
照
」
の
「
三
照
」
へ
の
読
み
替
え
と
、
「
食
時
・
高
中
・
正
中
」
の
三
時

と
、
「
五
時
」
に
つ
い
て
〉
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

「
影
は
、
万
水
に
臨
み
、
器
の
方
円
を
逐
い
、
波
の
動
静
に
随
う
」
の

一
文

は
、
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
第
二
方
便
品
第
二
(
『
大
正
蔵
』
三
八
・
三
四
一
C
)
の

鳩
摩
羅
什
及
び
僧
肇
が
解
釈
し
た
こ
と
ば
の
取
意
と
考
え
ら
れ
る
。

『
維
摩
詰
所
説
経
・
略
し
て
維
摩
経
』
方
便
品
第

二
で
は
、
「
か
れ
(
維
摩
居

や
ま
い

士
)
は
方
便
を
も
っ
て
身
に
疾
あ
る
を
現
ず
」
(
『
大
正
蔵

』
一
四

・
五
三
九

b
)
と
、
維
摩
居
土
の
病
の
い
わ
れ
を
説
き
始
め
る
。

病
は
、
世
の
人
々
を
救
う
た
め
に
巡
ら
し
た
方
便
に
過
ぎ
な
い
。
維
摩
居
士

は
、
在
家
で
は
あ
る
が
、
出
家
の
修
行
者
の
清
浄
な
戒
律
を
守
り
、
三
界
に
執
著

す
る
こ
と
な
く
、
勝
れ
た
相
好
を
具
え
、
仏
の
教
え
を
喜
び
と
し
て
い
る
。
資
産

家
の
維
摩
居
士
は
、
こ
れ
ま
で
も
量
り
知
れ
な
い
多
く
の
手
立
て
を
用
い
て
、
世

の
人
々
に
利
益
を
与
え
て
き
た
。

今
回
は
、
病
を
得
た
よ
う
に
装
っ
た
の
で
、
各
界
の
名
士
た
ち
が
維
摩
居
士
を

見
舞
っ
た
。

維
摩
居
士
は
、
病
を
例
に
、
い
ろ
い
ろ
と
説
い
て
聞
か
せ
た
。
身
の
無
常
、
無

強
、
無
力
、
無
堅
を
説
い
た
。
身
は
飛
沫
の
よ
う
で
摘
む
こ
と
も
擦
る
こ
と
で
き

な
い
。
泡
や
、
陽
炎
や
、
芭
蕉
や
、
幻
や
、
夢
や
、
影
や
、
街
や
、
浮
き
雲
も

同
じ
で
、
稲
妻
は
一
瞬
も
そ
こ
に
止
ま
る
こ
と
が
な
い
、
と
説
く
。

こ
の
身
体
は
、
地
大
で
構
成
さ
れ
て
実
体
が
な
く
、
火
大
で
自
我
が
な
く
、
風

大
で
生
命
の
寿
が
な
く
、
水
大
で
実
体
と
し
て
の
個
人
が
な
い
、
と
説
き
進
む
。

実
体
と
し
て
の
個
人
が
な
い
と
い
う
の
は
、
原
文
で
は
「
こ
の
身
は
、
人
な
き

こ
と
水
の
ご
と
し
と
な
す
」
と
あ
る
。
「
人
な
き
こ
と
」
の
「
人
」
は
個
人
を
い

い
、
個
人
は
永
遠
不
変
の
実
体
を
い
う
。
「
人
な
き
こ
と
」
は
、
こ
の
永
遠
不
変

の
実
体
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
原
文
は
、
こ
の
身
体
に
は
永
遠
不
変
の
実
体
が
な

い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
水
大
の
よ
う
だ
と
い
う
。
こ
の
身
体
は
、
実
体
が
な
く
、

地
・
水
・
火
・
風
の
四
つ
の
元
素
の
四
大
を
住
ま
い
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
維
摩
居
士
は
さ
ら
に
、
こ
の
身
体
は
、
わ
た
し
と
わ
た
し
に
所
属
す
る
も
の

と
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、
空
だ
と
説
き
進
む
。

き
て
、
『
維
摩
経
』
の
一
文
、
「
是
身
無
人
為
如
水
は
、
こ
の
身
は
、
人
な
き
こ

と
水
の
ご
と
し
と
な
す
」
に
つ
い
て
、
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
第
二
方
便
品
(
『
大
正

蔵
』
三
八
・
三
四
一

C
)
に
は
、
先
ず
「
什
い
わ
く
。
(
水
大
は
、
)
澄
浄

し
よ
う
み
よ
う
じ
ん
え

清
明
に
し
て
、
塵
械
を
洗
糠
し
、
曲
直
方
円
、
時
に
随
い
て
適
う
と
こ
ろ
」
と

あ
る
。

続
い
て
「
(
水
大
を
、
)
実
と
し
て
こ
れ
を
求
め
れ
ば
、
な
す
者
は
つ
い
に
誰

ぞ
。
身
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
知
見
進
止
は
事
に
応
じ
て
遷
り
、
縁
を
仮
り
て

用
を
成
じ
、
数
に
乗
じ
て
行
ず
。
そ
の
所
因
を
詳
ら
か
に
す
る
に
、
人
あ
る
に

は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
続
け
て
「
肇
い
わ
く
。
万
物
よ
り
貴
く
、
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し
か
も
始
終
改
め
ず
。
こ
れ
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を
人
と
い
う
。
し
か
る
に
、
外
水
は
よ
く
万
形
を
利
し
て
、
方
円
、
物
に
随
う

0

・
』
仇
リ
aw
a
7

湾
隆
、
異
に
適
い
て
、
し
か
も
体
は
定
ま
る
こ
と
な
し
。
体
の
定
ま
る
こ
と
な
け

れ
ば
、
す
な
わ
ち
水
に
人
な
し
。
外
水
す
で
に
人
な
け
れ
ば
、
内
水
も
類
し
て
知

る
べ
し
」
と
あ
る
。

こ
の
な
か
の
、

「澄
浄
清
明
に
し
て
、
塵
械
を
洗
糠
し
、
曲
直
方
円
、
時
に
随

い
て
適
う
と
こ
ろ
」
と
い
う
鳩
摩
羅
什
の
解
釈
、
お
よ
び
、

「外
水
は
よ
く
万
形

を
利
し
て
、
方
円
、
物
に
随
う

」
と
い
う
僧
肇
の
解
釈
の
語
句
が
、
取
意
の
典
拠

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

「影
は
、
万
水
に
臨
み
」
の

「影
」
は
、
〈ょ
う

〉
と
訓
み
、
『
倶
舎
論
』
界
品

巻
第
一
・
六
c

が
い
う
、
「
光
明
を
障
え
て
、
生
じ
て
、
な
か
に
お
い
て
余
の
色

を
み
る
べ
き
を

、

影
と
名
ず
く
」
と
あ
り
、
か
げ
、
陰
影
を
い
う

。

ょ

う
げ
ん

ま
た
、

「影
現
」
が
、
仏
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
す
が
た
を
現
わ
す
こ
と
を
い

い
、
「
影
響
衆」
が
、
釈
尊
の
説
法
・

教
化
を
讃
歎
す
る
た
め
、
諸
仏
、
お
よ
び

文
殊
・
普
賢
な
ど
の
法
身
の
菩
薩
が
、
あ
た
か
も
影
や
響
き
の
よ
う
に
す
が
た
を

現
わ
す
こ
と
を
い
い
、

「影
向
」
が
、
本
体
か
ら
一
時
応
現
し
、
来
臨
し
て
も
そ

の
す
が
た
が
見
え
な
い
こ
と
を
い
う
よ
う
に
、
「
影
」
は
、
仏
の
影
、
す
な
わ
ち

仏
の
す
が
た
を
い
う
。

「影
」
は
、

一
句
目
だ
け
で
な
く
、
二
句
目
に
も
、
三
句
目
に
も
係
る
。

ま
ん
ぼ
う

ま
ん
ど
〈

「万
水
」
の
万
は
、
数
の
単
位
の
第
五
。
万
法
が

一
切
の
存
在
を
い
い
、
万
徳

ま

ん
ぜ
ん

が
仏
の
あ
ら
ゆ
る
美
徳
を
い
い
万
善
が
仏
道
の
助
け
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
善
行
を

ま
ん
き

い
い
、
万
機
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
い
う
な
ど
、

「万
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
、
一
切
の

の
意
を
い
う
。
し
た
が
っ
て

「万
水
」
は
、
す
べ
て
の
水
面
、
つ
ま
り
、
ど
ん
な

水
面
に
も
の
意
を
い
う
。

「
臨」
は
、
高
い
所
か
ら
下
を
見
下
ろ
す
こ
と
、
身
分
の
高
い
者
が
、
低
い
者

の
と
こ
ろ
へ
行
く
こ
と
、

映
す
こ
と
を
い
う
。

一
句
は
、
字
義
の
奥
に
、
仏
身
の
不
同
の
意
を
秘
め
る
。

「
(影
は
)
器
の
方
円
を
逐
い

」
の

「器
」
は
、
万
水
を
収
め
る
容
れ
物
を
い

シつ
。
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「方
円
」
は
、
四
角
と
丸
、
方
形
と
円
形
、
場
所
に
応
じ
て
の
意
を
い
う
。
「
水

が
い
ち
ょ
ぜ
い

は
方
円
の
器
に
随
う
(
韓
非
子

・

外
儲
説
左
上
)
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。

ぢ
〈

し
り

ぞ

「逐
」
は
、
〈
お
う
〉
と
訓
む

。

退
く
、
追
う
・
追
い
掛
け
る
が
一
般
的
な
意

で
あ
る

。

こ
こ
で
は
従
う
の
意
か
ら
、
選
り
好
み
を
し
な
い
の
意
と
取
る

。

一
句
は
、
字
義
の
奥
に
、
仏
土

・

仏
国
土
の
不
同
の
意
を
秘
め
る

。

「
(
影
は
)
波
の
動
静
に
随
う」
の

「波
」
は
、
大
気
の
振
動
に
よ
っ
て
水
面
に

生
じ
る
高
低
運
動
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
万
水
を
収
め
る
器
の
な
か
で
波
立
つ
波

を
い
う

。

「動
静
」
は
、
〈
ど
う
じ
よ
う
〉
と
訓
む

。

動
的
な
側
面
と
静
寂
な
側
面
と
を
い

う
。
動
と
は
方
便
智
の
権
智
の
事
な
り
、
静
と
は
実
習
、
般
若
の
実
智
の
事
な

り
、
と
い
う
。

「
動
静
二
面
」
は
、
動
は
物
事
の
活
動
し
て
い
る

一
面
を
い
い
、

静
は
静
止
し
て
い
る
一
面
で
、
人
間
の
生
活
の
両
面
を
い
う

。

こ
こ
で
は
、
波

立
っ
て
い
る
こ
と
と
、
凪
い
で
い
る
い
る
こ
と
と
取
る

。

一
旬
は
、
字
義
の
奥
に
、
仏
説
の
不
同
の
意
を
秘
め
る

。

参
考
|
|

『
維
摩
経
』
に
つ
い
て

詳
し
く
は
『
維
摩
詰
所
説
経
』
と
い
い
、
『
維
摩
詰
経
』
と
も
、
『
不
可
思
議
解

申
い
ま

曹
つ

脱
経
』
と
も
い
う
。
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
の
訳
。
維
摩
詰

・

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

ヴ
イ
マ
ラ
キ

1

ル
テ
ィ
と
い
う
在
家
居
士
を
主
人
公
と
し
て
、
「
空
」
思
想
に
基

づ
く
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
を
説
く
経
典

。

紀
元
前
後
1

二
世
紀
頃
に
成
立
し
た
、

初
期
大
乗
経
典
の

一
つ
で
あ
る

。

『
大
正
蔵
』
第
十
四
巻
所
蔵

。

羅
什
訳
が
最
も
広
く
流
布
し
て
い
る
が
、
別
訳
に
呉
の
支
謙
の
訳
の
『
維
摩
詰

経
』
二
巻
、
唐
の
玄
撲
の
訳
の
『
説
無
垢
称
経
』
六
巻
が
現
存
す
る
。
三
種
の
漢



野)『法華玄義』の研究(主) (大

訳
の
う
ち
、
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
羅
什
訳
で
、
三
巻
・
十
四
品
か
ら

成
る
。
原
題
は
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
1

ル
テ
ィ
・
ニ
ル
デ

1

シ
ャ
・
ス

l

ト
ラ
と
い
う
。

従
来
一
般
的
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
(
党
本
)
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
チ

ベ
ッ
ト
訳
が
現
存
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
二
O
O

一
年
十
二
月
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
、
『
維
摩
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
写
本
の
発
見
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
O
O

一
年
十
二
月
十
四
日
の

ω
S
E
-
-
8
5
は
、
「
『
維
摩
経
』
の
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
原
典
写
本
見
つ
か
る
」
「
中
国
・
ラ
サ
チ
ベ
ッ
ト
・
ポ
タ
ラ
宮
で
見
つ

か
っ
た
『
維
摩
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
写
本
」
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典

写
本
(
部
分
を
拡
大
)
H
写
真
は
い
ず
れ
も
大
正
大
学
提
供
」
と
見
出
し
と
注
を

付
け
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

申
い
ま
ぎ
ょ
う

大
乗
仏
教
の
経
典
『
維
摩
経
』
の
、
逸
散
し
た
と
さ
れ
て
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
(
古
代
イ
ン
ド
の
言
語
)
原
典
の
写
本
が

、

中
国
・
チ
ベ

ッ
ト
自
治
区
、
ラ
サ

の
ポ
タ
ラ
宮
に
あ
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
経
蔵
で
見
つ
か
っ
た
。
大
正
大
学
総
合
仏

教
研
究
所
が
文
献
調
査
を
し
て
い
て
確
認
、
十
四
日
発
表
し
た
。

写
本
は
、
縦
六
セ
ン
チ
、
横
三
十
セ
ン
チ
の
ヤ
シ
の
葉
一
枚
の
裏
表
に
七
行
ず

つ
書
か
れ
、
計
七
十
九
枚
あ
っ
た
。
「
ゴ
l

パ
l

ラ
王
(
七
五
O
ー
七
七
O
年
在

位
)
の
治
世
に
、
王
の
侍
従
チ
ャ
1

ン
ド

1

カ
が
書
写
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

八
世
紀
の
作
と
み
ら
れ
る
。
調
査
に
当
た
っ
た
同
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
の
多
国

孝
文
副
所
長
ら
に
よ
る
と
、
保
存
状
態
は
極
め
て
良
い
と
い
う
。

見
付
け
た
の
は
九
九
年
七
月
。
別
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
経
典
に
当
た
っ
て
い
た

所
員
が
一
緒
に
包
ま
れ
て
い
た
経
典
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
『
維
摩
経
』
全
体
の
写

本
と
分
か
っ
た
。
表
題
が
違
っ
て
い
た
た
め
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の

後
、
中
国
政
府
な
ど
と
調
整
、
先
月
末
に
複
写
が
届
い
た
の
を
機
に
公
表
し
た
。

申
い
ま
き
つ

『
維
摩
経
』
は
、

一
世
紀
こ
ろ
の
作
と
い
わ
れ
、
在
家
信
徒
・
維
摩
詰
が
修
行

者
た
ち
を
論
破
す
る
様
を
文
学
的
に
描
く
。
聖
徳
太
子
が
『
法
華
経
』
な
ど
と
共

に
『
三
経
義
疏
』
に
取
り
上
げ
る
な
ど
、
日
本
で
も
親
し
ま
れ
て
き
た

。
こ
れ
ま

で
に
漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
原
典
は
部
分
的
に
引
用
さ

れ
て
き
た
だ
け
で
、
研
究
が
進
め
ば
漢
訳
な
ど
と
の
食
い
違
い
が
明
ら
か
に
な
り

そ
う
だ
。

ま
た
、
二
O
O

一
年
十
二
月
十
五
日
の
京
都
新
聞
は
、
「
幻
の
党
語
『
維
摩

経
』
中
国
・
ラ
サ
ポ
タ
ラ
宮
|
|
世
界
初
、
保
存
も
良
く
大
正
大
が
発
見
」

の
見
出
し
で
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

大
正
大
学
(
東
京
都
豊
島
区
)
は
十
四
日
、
有
名
な
仏
教
経
典
の
一
つ
で
、
聖

徳
太
子
も
注
釈
を
書
い
た
『
維
摩
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
(
党
語
)
の
原
典

を
世
界
で
初
め
て
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
に
あ
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
故
宮

ポ
タ
ラ
宮
で
発
見
し
た
、
と
発
表
し
た
。

『
維
摩
経
』
に
は
三
種
類
の
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
あ
る
が
、
そ
の
基
と
な
る

究
語
の
原
典
は
、
断
片
的
な
引
用
が
残
る
だ
け
で
、
全
文
は
散
逸
し
た
と
み
ら
れ

て

い
た
。
発
見
さ
れ
た
の
は
八

世
紀
に
書
写
さ
れ
た
完
本

。
保
存
状
態
が
極
め
て

良
い
上
、
文
字
が
美
し
く
、
文
法
も
正
確
な
第
一
級
の
資
料
と
い
う
。
イ
ン
ド
で

の
大
乗
仏
教
の
成
立
や
中
園
、
日
本
な
ど
へ
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
、
画
期
的

な
発
見
。

『
維
摩
経
』
は
、
一
、
二
世
紀
ご
ろ
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る
大
乗
経
典

で
、
日
本
で
は
聖
徳
太
子
が
、
そ
の
注
釈
書
を
著
わ
し
た
と
い
わ
れ
る
。

同
大
は
一
九
九
九
年
七
月
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
書
斎
を
調
査
中
、
今
回
の
写
本

を
発
見
し
た
。
縦
六
セ
ン
チ
、
横
三
十
セ
ン
チ
の
ヤ
シ
の
実
の
表
裏
に
七
行
ず
つ

経
文
を
記
し
、
全
部
で
約
八
十
葉
。
八
世
紀
の
イ
ン
ド
の
王
の
侍
従
が
写
経
し
た

と
記
す
奥
付
が
あ
っ
た
。

表
紙
に
は
経
題
が
な
く
、
経
の
一
章
の
題
が
あ
っ
た
の
で
、
見
逃
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
。
発
見
は
「
偶
然
だ
っ
た
」
(
松
溝
誠
達
・
同
大
学
長
)
と
い
う
。
挟
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ま
っ
て
い
た
布
の
書
き
付
け
に
よ
る
と
、
ラ
サ
の
西
約
五
百
キ
ロ
の
ツ
ア
ム
地
方

の
名
利
シ
ャ
ル
寺
の
所
蔵
だ
っ
た
の
が
、
中
国
の
文
化
大
革
命
で
同
寺
が
破
壊
さ

れ
た
際
に
北
京
へ
運
ば
れ
、
最
近
ポ
タ
ラ
宮
へ
持
ち
込
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

ぴ
や
り
毘
耶
離
城
・
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
1

リ

1

城
の
長
者
維
摩
詰
が
病
気
に
な
り
、
仏
が
弟

子
の
菩
曜
の
う
ち
の
誰
か
を
見
舞
い
に
遣
わ
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
経
は
始
ま

る
。
維
摩
詰
の
病
は
普
通
の
病
で
は
な
い
。
衆
生
病
む
が
故
に
わ
れ
も
ま
た
病
む

と
い
う
、
菩
薩
の
方
便
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
仏
か
ら
見
舞
い
に
行
く
こ
と
を
要

し
や
り
ほ
っ

請
さ
れ
た
舎
利
弗
以
下
の
声
聞
や
諸
菩
薩
は
、
い
ず
れ
も
か
つ
て
維
摩
と
問
答
し

も
ん
じ
ゅ
し
り

て
や
り
込
め
ら
れ
た
話
を
し
て
辞
退
し
、
結
局
、
文
殊
師
利
菩
薩
が
遣
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
維
摩
と
文
殊
と
の
問
答
が
本
経
の
中
心
部
分
で
、
不
思
議
解
脱
の
境
地
に

あ
る
菩
薩
の
自
在
な
は
た
ら
き
と
分
別
心
を
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
小
乗
声

聞
の
執
著
と
が
、
極
め
て
対
照
的
に
、
勝
れ
た
文
学
的
構
想
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ

て
い
る
。
空
・
般
若
に
立
脚
し
た
大
乗
菩
薩
の
実
践
道
の
強
調
と
、
在
家
主
義
の

宣
揚
と
が
そ
の
思
想
的
中
核
を
な
し
て
お
り
、
在
家
居
士
で
あ
る
維
摩
が
、
舎
利

弗
な
ど
の
大
弟
子
に
代
表
さ
れ
る
小
乗
の
仏
教
観
を
痛
撃
し
て
い
る
点
で
、
特
に

中
国
で
は
在
家
仏
教
徒
に
歓
迎
さ
れ
た
。

維
摩
が
沈
黙
に
よ
っ
て
不
二
法
門
を
示
し
た
、
入
不
二
法
門
品
の

「維
摩
の
一

黙
」
は
、
本
経
の
な
か
で
も
有
名
な
箇
所
で
あ
る
。
『
碧
巌
録
』
で
は
第
八
十
四

則
が
維
摩
不
二
法
円
で
あ
り
不
立
文
字
以
心
伝
心
の
思
想
な
ど
、
後
の
禅
宗

に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

菩
薩
入
不
二
の
法
門
を
問
わ
れ
た
維
摩
は
、

「黙
然
と
し
て
言
な
し
」
、
一
黙
に

よ
っ
て
答
え
た
と
さ
れ
る
。
古
来
、

「維
摩
の
一
黙
、
雷
の
ご
と
し

」
と
称
さ
れ

て
知
ら
れ
る
。
不
二
の
法
門
は
言
葉
で
説
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
か
と
い
っ
て

そ
の
反
対
の
沈
黙
で
示
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
語
黙
を
超
越
し
た
も
の

一
切
皆
空
と
い
う
空
を
も
絶
す
る
と
、
真
空
妙
有
と
い
う
世
界
が
顕
わ

れ
て
く
る
と
い
う
の
が
、
『
維
摩
経
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
。

注
釈
書
と
し
て
惰
の
慧
遠
の
『
維
摩
義
記
』
八
巻
、
惰
の
智
顕
の
『
維
摩
経
玄

疏
』
六
巻
と
『
維
摩
経
文
疏
』
二
十
八
巻
(
う
ち
、
末
尾
三
巻
は
濯
頂
の
増
述
)
、

陪
の
吉
蔵
の
『
浄
名
玄
論
』
八
巻
、
お
よ
び
『
維
摩
経
義
疏
』
六
巻
、
唐
の
基
の

『
説
無
垢
称
経
疏
』
一
二
巻
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
訳
者
の
羅
什
お
よ
び
そ
の
弟

子
竺
道
生
・
僧
肇
の
説
を
僧
肇
が
ま
と
め
た
『
注
維
摩
詰
経
』
十
巻
が
最
も
重
要

で
あ
る
。
以
上
は
『
大
正
蔵
』
第
三
十
八
巻
に
所
蔵
。

日
本
で
は
、
聖
徳
太
子
に
よ
る
『
維
摩
経
義
疏
』
五
巻
(
『
大
正
蔵
』
五
八
)

が
、
三
経
義
疏
の
一
つ
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
が
、
太
子
の
真
撰
か
否
か
に
つ
い
て

は
疑
問
視
す
る
説
も
あ
る
。
長
尾
雅
人
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
の
和
訳
が
あ

司
令 で

あ
る
。
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|
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『
注
維
摩
詰
経
』
に
つ
い
て

『
維
摩
詰
所
説
経
』
の
注
釈
書
、
十
巻
。
訳
者
の
鳩
摩
羅
什
と
そ
の
門
下
の
僧

肇
、
栓
一
道
生
、
道
融
な
ど
の
解
釈
を
合
わ
せ
て
編
集
し
て
い
る
。
全
体
の
半
分
近

く
を
僧
肇
の
注
釈
が
占
め
、
巻
頭
に
僧
肇
の
序
文
が
あ
る
。
僧
肇
の
序
文
に
よ
れ

ば
、
翻
訳
の
場
で
、
鳩
摩
羅
什
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
私
意
を
交

え
ず
に
注
解
し
た
と
い
う
。
経
典
の
本
文
に
沿
っ
て
原
意
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
は
、
翻
訳
者
の
立
場
か
ら
、
経
典
中
の
用
語
の
意

義
に
つ
い
て
懇
切
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。

『
維
摩
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
現
存
す
る
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
経
典
の

訳
者
自
身
の
注
釈
を
採
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
・
日
本
に
お
い
て
『
維
摩

経
』
の
指
南
書
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
こ
の
『
注
維
摩
詰
経
』
は
、
重
要
な
経
典
で
は
あ
る
が
、
中
国
の
老
荘
思

い
ん
よ
う
ご
ぎ
ょ
う
し
ん
い

想
に
、
陰
陽
五
行
説
や
識
緯
説
な
ど
が
混
合
し
た
、
道
教
の
立
場
に
立
っ
て
、
般



野)

若
の
空
を
類
推
説
明
し
た
、
格
義
仏
教
の
レ
ベ
ル
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
老
荘
思
想
は
、
虚
無
を
宇
宙
の
根
源
と
し
、
無
為

・

自
然
を
道
徳
の
標

準
と
す
る
老
子
と
荘
子
の
説
を
受
け
継
ぐ
思
想
で
あ
る
。
陰
陽
は
、
天
地
の
万
物

は
す
べ
て
陰
・
陽
の
二
つ
の
気
か
ら
生
じ
、
二
つ
は
相
反
す
る
性
格
を
も
っ
と
考

え
る
。
日
・
男

・

南
・

春
・

夏
・

上
・

昼
・

天
・

火
な
ど
は
陽
で
、
月

・

女
・

北
・
秋
・
久
、
?
下
・
夜
・

地
・

水
な
ど
は
陰
で
あ
る
と
い
う
。
陰
陽
五
行
説
は
、

陰
陽
お
よ
び
天
地
の
聞
を
動
き
巡
っ
て
い
る
、
木

・

火
・
土
・

金
・

水
の
五
つ
の

気
に
よ
っ
て
万
物
は
組
成
さ
れ
、
宇
宙
現
象
、
時
の
推
移
、
人
間
の
身
体

・

性
情

お
よ
び
人
事
関
係
な
ど
、
一
切
が
こ
れ
に
支
配
さ
れ
る
と
す
る
。
識
緯
説
は
、
陰

陽
五
行
説
に
基
づ
い
て
、
易
の
六
十
四
卦
に
五
行
を
配
し
て
、
吉
凶
の
占
い
や
予

言
を
す
る

こ
と
を
い
う
。

参
考
|
|
『
維
摩
経
』
と
智
顕
に
つ
い
て

『
維
摩
経
』
は
、
鳩
摩
羅
什
の
訳
出
以
後
、
そ
の
門
下
を
中
心
に
盛
ん
に
講
究

さ
れ
た
。
智
頭
は
、
前
期
の
瓦
官
寺
の
時
代
に
は
、
例
え
ば
『
次
第
禅
門
』
に
は

一
一
回
し
か
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
ま
だ
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
後
の
天
台
山
隠
棲
中
に
は
、
山
上
で
『
維
摩
経
』
を
講
説
し
た
こ
と
が
、

『
智
者
大
師
別
伝
』
に
見
え
る
。
後
期
時
代
の
三
大
部
講
説
に
お
い
て
は
、
『
法
華

文
句
』
に
二
十
一
回
、
『
法
華
玄
義
』
に
四
十
八
回
、
『
摩
詞
止
観
』
に
三
十
九
回

も
『
維
摩
経
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

『法華玄義』の研究住) (大

晩
年
に
は
、
晋
王
広
(
後
の
爆
帝
)
の
懇
請
に
よ
り
、
注
釈
書
を
著
わ
し
て
い

る
。
現
存
す
る
智
顕
の
維
摩
経
疏
は
『
維
摩
経
玄
疏
』
六
巻
と
、
『
維
摩
経
文

疏
』
二
十
八
巻
で
あ
る
。
(
佐
藤
哲
英
著
『
天
台
大
師
の
研
究
』
、
百
華
苑
、
一
九

六
一
年
参
照
)

『
維
摩
経
玄
疏
』
で
は
、
『
法
華
玄
義
』
と
同
じ
よ
う
に
、
釈
名
・
弁
体
・
明

宗
・

論
用
・
判
教
の
五
重
玄
義
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。
特
に

「維
摩
詰
所
説

経
」
の
六
文
字
を
解
釈
す
る
釈
名
が
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る

。

釈
名
の

説
明
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
『
法
華
玄
義
』
と
同
じ
で
あ
る
。
釈
名
で

は
、
「
維
・

摩
・
詰
」
の
三
字
を
解
釈
す
る
な
か
で
、
空

・

仮
・
中
の
三
観
と
、

蔵
・

通
・

別
・

円
の
四
教
に
つ
い
て
詳
説
し
た
う
え
で
、
維
摩
詰
の
本

・

迩
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
、
ぎ
に
「
所
説
」
の
二
字
を
解
釈
し
て
、
こ
の
教
の
所
説
の

法
は
不
可
思
議
解
脱
で
あ
る
と
し
、
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
浬
繋
に
入
る
」
と
い

う
、
『
維
摩
経
』
特
有
の
逆
説
的
な
表
現
に
着
目
し
て
、
不
可
思
議
解
脱
の
意
義

を
解
釈
し
て
い
る
。

(
9
)
一
仏
土
を
示
し

て
浄
穣
不
同
な
ら
し
め
、

一
身
を
示
現
す
る
に
巨
細
お
の
お

の
異
な
り
、

一
音
の
説
法
も
類
に
し
た
が
っ
て
お
の
お
の
解
し
、
恐
畏
し
、
歓
喜

し
、
厭
離
し
、
断
疑
す
。
神
力
不
共
な
り
H

「
一
仏
土
を
示
し
て
浄
械
不
同
な
ら

し
め

」
の
文
は
、
『
維
摩
経
』
巻
上
、
仏
国
品
第
一
に
基
づ
く
。

舎
利
弗
は
、
仏
が
説
く
「
心
浄
な
れ
ば
、
仏
土
浄
な
り
」
と
い
う
こ
と
が
、
ど

う

し
て
も
納
得
で
き
な
い

。

舎
利
弗
に
は
、
裟
婆
世
界
は
ど
う
し
て
も
械
土
に
見
え
る
。
仏
は
、
心
が
浄
け

れ
ば
国
土
も
浄
く
な
る
と
い
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
は
、
過
去

の
昔
か
ら
長
い
間
修
行
し
て

、
心
が
浄
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
仏
が
在
住

し

て
い
る
か
ら
、
こ
の
裟
婆
世
界
そ
の
も
の
は
浄
土
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

と
こ

ろ
が
現
実
の
こ
の
裟
婆
世
界
は
、
醜
悪
で
、
人
間
が
生
き
て
い
る
こ
と
は
限
り
な

く
汚
い
。
舎
利
弗
は
、
現
実
の
裟
婆
世
界
は
、
丘
陵
を
見
て
も
、
洞
穴
の
坑
吹

え
お

や
、
い
ば
ら
の
荊
蘇
や
、
沙
礁
や
土
石
や
山
々
を
見
て
も
積
悪
が
充
満
し
て
お

り
、
と
て
も
浄
土
と
は
見
え
な
い
。
械
土
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
捨
て
る
こ
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と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
螺
警
究
王
に
は
、
こ
の
裟
婆
世
界
が
浄
土
に
見
え
る
と
い
う
。

螺
警
党
王
と
舎
利
弗
と
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
仏
は
、
自
身
の
足
の
指
で
地
面

お

の
上
を
按
す
。
す
る
と
、
三
千
大
千
世
界
が
無
数
の
珍
し
い
宝
物
で
飾
ら
れ
て
し

ま
う
。こ

う
し
て
、
「
浄
土
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
心
を
浄
く
す
べ
し
」
と

い
う
、
浄
土
建
立
の
基
本
方
針
が
明
ら
か
に
な
る
。

「
一
仏
土
」
の
「
一
」
は
、
同
一
の
意
を
い
う
。

「
仏
土
」
は
、
仏
が
い
る
世
界
を
い
う
が
、
仏
の
世
界
は
別
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
実
は
わ
た
し
が
住
む
現
実
の
世
界
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
。
仏
土
は
、
現

実
の
こ
の
世
界
を
い
う
。

つ
ま
り
「
一
仏
土
」
は
、
わ
た
し
た
ち
が
住
む
現
実
の
裟
婆
世
界
を
い
う
。

「
浄
穣
」
は
、
一
般
に
は
悟
り
と
迷
い
、
善
と
悪
を
い
う
。
こ
こ
で
は
一
仏
土

に
か
か
わ
る
か
ら
、
舎
利
弗
が
迷
い
、
決
め
か
ね
て
い
る
、
浄
土
と
械
土
を
い

Pつ
。「

不
同
」
は
、
共
通
で
な
い
こ
と
、
違
う
こ
と
を
い
う
。

同
じ
文
意
を
、
唯
識
で
は
、
「
一
水
四
見
」
の
例
え
で
示
す
。
一
水
四
見
は
、

一
処
四
見
と
も
、
一
境
四
見
と
も
、
一
境
四
心
と
も
い
う
。
同
じ
水
を
、
天
人
は

青
色
の
宝
珠
の
瑠
璃
で
飾
ら
れ
た
大
地
や
池
と
見
、
人
間
は
水
と
見
、
餓
鬼
は
膿

血
や
火
と
見
、
魚
は
住
み
処
と
見
る
よ
う
に
、
同
じ
対
象
を
見
て
い
る
の
に
、
見

る
も
の
の
心
が
異
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
も
の
と
見
え
る
こ
と
を
い
う
。

「
不
同
」
は
、
一
水
四
見
の
警
え
が
い
う
よ
う
に
、
心
の
見
方
に
よ
っ
て
、
こ

の
現
実
の
世
界
が
浄
土
と
も
な
り
、
積
土
と
も
地
獄
と
も
な
る
こ
と
を
い
う
。
清

浄
な
心
で
世
界
を
み
れ
ば
、
世
界
は
清
浄
な
浄
土
に
見
え
る
し
、
邪
悪
な
心
で
世

界
を
見
れ
ば
、
世
界
は
械
土
に
見
え
る
。
浄
土
は
遠
く
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

心
の
用
い
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
こ
の
裟
婆
世
界
が
そ
の
ま
ま
浄
土
と
な
る
こ
と

を
い
う
。
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客
観
世
界
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
心
の
も
ち
か
た
を
変
え
る
と
き
、
人
は
救

わ
れ
る
。
そ
こ
に
、
価
値
の
大
転
換
が
起
こ
る
。

参
考
|
|
「
四
土
」
に
つ
い
て

智
頭
は
、
『
維
摩
経
文
疏
』
で
独
自
の
仏
土
観
を
体
系
化
し
、
川
凡
聖
同
居

土
、
ω
方
便
有
余
土
、
ω
実
報
無
障
擬
土
(
実
報
土
)
、
ω
常
寂
光
土
(
寂
光

土
)
の
四
の
仏
国
土
を
立
て
た
。
こ
れ
が
「
四
土
」
で
あ
る
。

ぽ
ん
し
ょ
う
ど
う
ご
ど

川
「
凡
聖
同
居
土
」
は
、
凡
夫
と
聖
者
と
が
共
に
住
む
土
を
い
う
。

つ
ま
り
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
と
い
う
六
道
の
一
切
の

事
象
は
、
因
と
縁
と
の
離
合
集
散
に
よ
る
こ
と
を
事
実
と
認
め
、
実
体
と
し
て
実

在
す
る
わ
た
し
ゃ
わ
た
し
の
も
の
と
い
う
、
実
我
実
法
は
な
く
、
一
切
の
事
象
が

客
観
的
事
実
と
し
て
生
住
異
滅
す
る
こ
と
を
認
め
る
「
生
滅
の
四
諦
」
に
立
つ
、

六
道
に
あ
り
、
阿
羅
漢
ま
で
の
、
未
断
惑
の
蔵
教
人
が
住
む
国
土
を
い
う
。

な
お
、
裟
婆
世
界
の
よ
う
に
六
道
を
具
え
、
未
断
惑
の
蔵
教
人
か
ら
阿
羅
漢
ま

で
が
居
住
し
、
雑
然
と
し
て
汚
れ
て
い
る
国
土
を
、
同
居
の
械
土
と
し
、
極
楽
世

界
の
よ
う
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
の
四
悪
趣
が
な
く
、
人
・
天
・
二
乗
・

菩
薩
・
仏
が
同
居
し
、
宝
で
荘
厳
す
る
国
土
を
、
同
居
の
浄
土
と
い
う
。

ほ
う

ベ
ん
う
よ
ど

ω

「
方
便
有
余
土
」
は
、
方
便
道
で
あ
る
空
観
と
仮
観
と
を
修
め
、
三
界
に
生

「
応
身
[
一
一
一
九
日
目
白
リ
ゴ

三
身
上

1

他
受
用
|
|
別
の
地
円
の
住
己
上
菩
薩
の
所
見
|
|
実
報
無
障
擬
土
丁
四
土

一
報
身
|
「
自
受
用
|
如
来
内
証
自
受
法
楽
の
身
/
一

「
身
/
常
土

L

三身と四土

寂
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野)『法華玄義』の研究(主) (大

ま
れ
る
因
で
あ
る
見
思
の
惑
は
断
っ
た
が
塵
沙
の
惑
、
無
明
の
惑
を
断
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
界
外
の
変
易
生
死
を
受
け
る
蔵
教
の
二
乗
、
通
教
の
三
乗
、
別
教

の
三
十
心
の
菩
薩
が
生
ま
れ
る
国
土
を
い
う
。

つ
ま
り
、
四
諦
迷
悟
の
因
果
の
事
象
は
、
実
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
、
四
諦
迷
悟
の
因
果
は
如
幻
即
空
で
、
そ
れ
自
体
本
来
空
で
あ
る
か
ら
、
因
縁

生
滅
は
な
い
と
す
る
「
無
生
の
四
諦
」
に
立
つ
、
蔵
教
の
二
乗
、
通
教
の
三
乗
、

別
教
の
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
三
十
心
に
あ
る
菩
薩
で
あ
る
、
通
教
人
が
住
む

国
土
を
い
う
。

じ
っ
ぽ
う
む
し
よ
う
げ
ど

ω

「
実
報
無
障
擬
土
(
実
報
土
)
」
は
、
真
実
の
法
で
あ
る
中
観
を
修
め
て
、

無
明
の
惑
を
断
っ
た
別
教
の
初
地
、
円
教
の
初
住
以
上
の
菩
薩
が
生
ま
れ
る
国
土

を
い
う
。

つ
ま
り
、
四
諦
迷
惜
の
因
果
の
一
切
の
事
象
は
、
無
明
の
惑
か
ら
生
じ
る
か

ら
、
無
量
の
差
別
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
諦
に
も
無
量
の
有
り
様
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
現
出
し
た
無
量
の
差
別
相
が
、
わ
た
し
の
眼
前
に
展
開
す
る
一
切
の
事

象
の
実
相
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
「
無
量
の
四
諦
」
に
立
つ
、
別
教
の
初
地
、
円

教
の
初
住
以
上
の
菩
薩
、
つ
ま
り
、
他
受
用
の
報
身
仏
が
住
む
国
土
を
い
う
。

凶
「
常
寂
光
土
(
寂
光
土
)
」
は
、
諸
法
実
相
を
い
う
仏
果
を
悟
っ
た
、
仏
が

居
住
す
る
土
で
、
如
如
法
界
の
理
に
外
な
ら
ず
、
身
土
不
二
の
国
土
を
い
う
。

つ
ま
り
、
相
対
分
別
の
な
か
で
夢
見
る
、
無
明
の
夢
か
ら
醒
め
て
始
め
て
開
顕

さ
れ
る
の
が
、
万
法
即
真
実
と
い
う
不
可
思
議
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
世
界
は
、

凡
夫
や
小
乗
人
の
相
対
分
別
を
離
れ
、
捨
て
果
て
た
絶
対
の
世
界
と
い
う
「
無
作

の
四
諦
」
に
立
つ
、
妙
覚
に
至
っ
た
自
受
用
の
報
身
仏
と
、
法
身
仏
と
が
住
む
国

土
を
い
う
。

「
一
身
を
示
現
す
る
に
巨
細
お
の
お
の
異
な
り
」
は
、
『
維
摩
経
』
巻
上
、
不
思

議
品
第
六
に
、
「
文
殊
菩
薩
が
維
摩
居
士
に
い
う
。
東
に
向
か
っ
て
、
ガ
ン
ジ
ス

河
の
砂
の
よ
う
に
数
限
り
な
い
多
く
の
国
を
三
十
五
も
通
り
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
世

界
が
あ
り
、
須
弥
相
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
仏
は
須
弥
灯
王
と
い
い
、
い
ま
現
に

お
い
で
に
な
る
。
こ
の
仏
の
身
長
は
八
万
四
千
由
旬
も
あ
り
、
そ
の
獅
子
座
の
高

さ
も
八
万
四
千
由
旬
で
、
世
界
一
厳
か
に
飾
ら
れ
て
い
る
、
と
。

維
摩
居
士
が
舎
利
弗
に
い
う
。
す
べ
て
の
仏
や
菩
薩
が
得
て
い
る
悟
り
に
は
、

不
思
議
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
菩
薩
が
こ
の
悟
り
に
入
る
と
、
広
大
な
須
弥

山
を
小
さ
な
芥
子
粒
の
な
か
に
入
れ
て
、
し
か
も
芥
子
に
増
減
が
な
い
。
須
弥
山

の
眺
め
も
元
の
ま
ま
だ
し
、
四
天
王
や
切
利
天
は
す
べ
て
自
分
た
ち
が
ど
こ
に

入
っ
た
の
か
、
気
付
き
も
し
な
い
。
わ
ず
か
に
将
来
悟
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
る

人
だ
け
が
、
須
弥
山
が
芥
子
の
中
に
入
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
不
思
議
の
悟
り
の
境
界
、
不
可
思
議
解
脱
法
門
に
入
っ
て
い
る
、
と
い

v「
ノ
。

さ
ら
に
、
四
つ
の
大
海
の
水
を
一
つ
の
毛
穴
に
入
れ
た
り
、
太
陽
・
月
・
星
座

を
一
つ
の
毛
穴
の
な
か
に
現
わ
し
た
り
、
十
方
の
世
界
の
す
べ
て
の
風
を
こ
と
ご

と
く
口
の
な
か
に
吸
い
こ
ん
だ
り
、
火
の
す
べ
て
を
腹
の
な
か
に
入
れ
た
り
す
る

不
可
思
議
解
脱
法
門
を
示
す
。

不
可
思
議
解
脱
の
悟
り
に
入
っ
て
い
る
菩
薩
は
、
仏
の
す
が
た
を
現
わ
し
出
し

た
り
、
酔
支
仏
や
、
声
聞
や
、
帝
釈
天
や
、
党
天
や
、
世
主
天
や
、
転
輪
聖
王
の

す
が
た
を
現
わ
し
出
し
た
り
、
高
音
・
中
音
・
低
音
や
、
無
常
・
苦
・
空
・
無
我

の
声
を
作
り
出
し
た
り
、
衆
生
に
広
く
聞
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
説
く
。

仏
身
の
巨
細
は
、
こ
の
辺
の
消
息
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
一
身
」
は
、
同
一
の
仏
の
す
が
た
を
い
う
。

「
示
現
」
は
、
す
が
た
を
見
せ
る
こ
と
、
特
に
、
仏
・
菩
薩
が
衆
生
を
教
化
す

る
た
め
に
、
す
が
た
を
示
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

「
巨
細
」
は
、
大
き
い
こ
と
と
小
さ
い
こ
と
を
い
う
。
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第26号

「
一
音
の
説
法
も
類
に
し
た
が
っ
て
お
の
お
の
解

し
、
恐
畏
し
、
歓
喜
し
、
厭

離
し
、
断
疑
す
は
、
『
維
摩
経
』
巻
上
、
仏
国
品
第
一
の
宝
積
菩
薩
の
讃
仏
備
の

な
か
に
、
有
名
な
一
句
が
あ
る
。
「
仏
は
一
音
を
も
っ
て
法
を
演
説
す
る
に
、
衆

生
は
類
に
し
た
が
っ
て
お
の
お
の
解
を
得
」
(
『
大
正
蔵
』
一
四
・
五
三
八
a
)
で

み
ず
ま
ろ

あ
る
。
石
田
瑞
麿
著
『
維
摩
経
不
思
議
の
さ
と
り
』
、
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
一

一
頁
に
は
、
次
に
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
言
葉
に
説
か
れ
し
に

お
の
が
言
葉
に
等
し
き
と

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
に

人間文化

思
う
な
り

こ
れ
ぞ
神
力

た
ぐ
い
な
し

一
つ
言
十
莱
に

好
む
と
こ
ろ
に
説
か
れ
し
に

聞
き
と
り
て

行
な
え
る

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
に

こ
れ
ぞ
神
力

た
ぐ
い
な
し

一
っ
き
早
菓
に

恐
れ
、
喜
び

厭
い
、
疑
い

こ
れ
ぞ
神
力

仏
に
は
、
わ
た
し
と
違
っ
た
勝
れ
た
力
が
あ
る
。
仏
は
た
っ
た
一
言
説
法
し
て

も
、
衆
生
は
そ
の
機
根
・
根
性
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
仏
の
一
言
の
説
法
を
、
わ
た
し
は
わ
た
し
の
力
に
応
じ
て
受
け
取
り
利
益
を

受
け
る
。
仏
が
一
音
を
も
っ
て
説
法
す
る
と
き
、
あ
る
人
は
畏
怖
し
、
あ
る
人
は

歓
喜
す
る
。
あ
る
人
は
厭
い
嫌
い
、
あ
る
人
は
疑
い
の
目
を
も
っ
て
こ
れ
を
み

あ説
るか
いれ
はし
まに
た

断
つ
も
あ
り

た
ぐ
い
な
し

る
。
仏
の
一
言
の
説
法
を
衆
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
・
根
性
に
応
じ
て
理
解
し
、

悟
り
の
道
に
進
も
う
と
す
る
こ
と
は
、
仏
の
能
力
が
あ
ま
り
に
も
偉
大
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
仏
は
た
っ
た
一
言
説
法
す
る
だ
け
で
あ
る
の
に

、
わ
れ
わ
れ

は
す
べ
て
わ
れ
わ
れ
な
り
に
こ
れ
を
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
説
法
は

一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
説
法
は
聞
く
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
示
す
。
ま

こ
と
に
仏
の
不
可
思
議
な
力
は
類
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

い
っ
と
ん

「
一
音
」
の
「
一
」
は
、
同
一
の
意
を
い
う
。

「
一
音
の
説
法
」
は
、
仏
の
説
法
を
い
う

。
つ
ま
り
、
仏
は
同
一
の
こ
と
ば
に

よ
っ
て
説
法
す
る
こ
と
を
い
う
。

仏
の
説
法
は
、
一
音
に
よ
る
説
法
で
あ
る
が
、
聴
聞
す
る
衆
生
の
側
は
、
機

根
・
根
性
に
応
じ
て
理
解
す
る
か
ら
、
内
容
や
程
度
に
差
違
を
生
じ
る
。
こ
れ
を

「
一
音
異
解
」
と
い
う

。

「
類
」
は
、
生
ま
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
在
り
方
を
い
い
、
流
類
と
同

義
。
仲
間
、
種
類
を
い
う
。

「
解
」
は
、
解
脱
・
悟
り
、
理
解
・
知
識
に
よ
る
理
解
、
決
定
、
解
釈
、
考
え

な
ど
の
意
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
理
解
・
解
釈
の
意
と
取
る
。

し
た
が
っ
て
「
類
に
し
た
が
っ
て
お
の
お
の
解
し
」
は
、
声
聞
は
声
聞
、
縁
覚

は
縁
覚
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
・
根
性
の
枠
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
を
い
う
。

し
た
い
し
し
つ
だ
ん

「
恐
畏
・
歓
喜
・
厭
離
・
断
疑
」
に
、
智
頭
は

、
四
諦
と
四
悉
檀
と
を
当
て

る
。
恐
畏
に
は
、
苦
諦
と
世
界
悉
檀
と
を
当
て
、
歓
喜
に
は
、
減
諦
と
各
各
為
人

悉
檀
と
を
当
て
、
厭
離
に
は
、
集
諦
と
対
治
悉
檀
と
を
当
て
、
断
疑
に
は
、
道
諦

と
第
一
義
悉
檀
と
を
当
て
る
。

四
諦
は
、
仏
釈
尊
が
最
初
の
説
法
で
説
い
た
と
さ
れ
る
、
仏
教
教
義
の
大
綱
と

な
る
四
つ
の
真
実
を
い
う
。

川
苦
諦
は
、
こ
の
世
は
す
べ
て
苦
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
い
う
。
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ω
集
諦
は
、
苦
の
原
因
が
煩
悩
・
妄
執
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
い
う
。

ω
減
諦
は
、
執
著
の
完
全
な
絶
滅
こ
そ
が
、
苦
が
減
し
た
悟
り
の
境
地
で
あ
る

と
い
う
真
実
を
い
う
。

川
間
道
諦
は
、
苦
が
減
し
た
悟
り
の
境
地
に
趣
く
た
め
に
は
、
八
正
道
と
い
う
正

し
い
修
行
法
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
真
実
を
い
う
。

な
お

「苦
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

(
E
E
4
5
ド
ゥ
フ
カ
に
相
当
す
る
。

ド
ゥ
フ
カ
は
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
を
原
義
と
す
る
。

四
悉
檀
は
、
仏
が
、
衆
生
を
導
い
て
悟
り
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
示
し
た
教
法

を
、
四
つ
の
範
轄
に
分
け
た
も
の
を
い
う
。

川
世
界
悉
檀
は
、
仏
が
、
世
間
一
般
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
、
世
俗
の
願
い
に

適
合
し
た
世
俗
の
法
を
説
き
、
凡
夫
を
喜
ば
せ
な
が
ら
、
世
間
の
正
し
い
智

慧
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

ω
各
各
為
人
悉
檀
は
、
仏
が
、
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
素
質
の
浅
深
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
教
え
を
説
き
、
衆
生
に
善
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
を
い

v
つ

ω
対
治
悉
檀
は
、
仏
が
、
貧
欲
の
多
い
も
の
に
は
慈
悲
の
心
を
教
え
、
愚
療
の

多
い
無
知
な
者
に
は
、
十
二
因
縁
の
道
理
を
観
じ
て
、
貧
や
療
の
煩
悩
を
滅

す
る
因
縁
観
を
教
え
て
、
衆
生
の
煩
悩
や
悪
業
を
戒
め
、
滅
ぼ
す
よ
う
に
教

え
、
衆
生
の
悪
を
断
つ
こ
と
を
い
う
。

凶
第
一
義
悉
檀
は
、
衆
生
の
機
根
・
根
性
が
成
熟
し
た
と
き
に
、
仏
が
諸
法
実

相
を
説
い
て
、
衆
生
を
真
実
の
悟
り
に
入
ら
せ
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
悉
檀
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
シ
ッ
ダ
l

ン
タ
の
音
写
。
教
え
の
立
て

方
・
宗
義
・
定
説
の
意
味
で
あ
り
、
仏
が
四
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
衆
生
に
仏
道

を
成
就
さ
せ
る
こ
と
を
原
義
と
す
る
。
こ
れ
を
慧
思
は
、
悉
は

「こ
と
ご
と
く

」

の
意
、
檀
は
「
施
す
」
の
意
と
解
釈
し
た
。
仏
は
こ
の
四
法
で
普
く
衆
生
に
施
す

か
ら
、
悉
檀
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

参
考
|
|
「

一
立
旦
に
つ
い
て

ご
音

」
は
、
〈
い
っ
と
ん
〉
と
訓
む
。
仏
の
一
音
を
い
う
。

仏
の
教
え
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
、

「
一
音
教
」
と
い
い
、

も
、
一
音
説
法
と
も
い
う
。

イ
ン
ド
で
は
大
衆
部
な
ど
が
こ
の
説
を
採
っ
た
が
、
中
国
で
は
教
判
の
一
種
と

し
て
、
仏
教
を
多
種
に
分
類
す
る
見
解
に
反
対
し
て
、
こ
の
説
が
唱
え
ら
れ
た
。

澄
観
の
『
華
厳
経
疏
』
巻
第
一
に
よ
れ
ば
、
一
音
に
二
説
が
あ
っ
た
と
い
う
。

一
は
、
北
貌
の
菩
提
流
支
の
説
で
、
こ
れ
は
、
仏
の
一
音
の
な
か
に
大
乗
と
小
乗

と
が
合
わ
せ
て
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
二
は
、
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
の
説
で
、
こ

れ
は
、
仏
に
お
い
て
は
一
音
の
説
で
あ
る
が
、
衆
生
が
認
識
す
る
と
き
、
差
違
を

生
じ
る
と
み
る
も
の
で
あ
る
。

菩
提
流
支
が
立
て
た
教
判
で
は
、
仏
教
に
お
い
て
大
小
乗
・
空
有
な
ど
の
教
説

が
多
種
多
様
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
を
受
け
止
め
る
側
の
人
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格

や
才
能
・

立
場
を
異
に
す
る
か
ら
だ
と
み
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
仏
の
一
音
に
大

小
乗
の
教
え
が
と
も
に
説
か
れ
て
い
る
と
み
る
。
す
な
わ
ち
一
音
教
に
つ
い
て

は
、
『
五
教
章
』
一
巻
(
『
大
正
蔵
』
四
五
・
四
八
O
b
)、
『
五
教
章
』
上
(
二
ノ

三
七
ウ
)
冠
註
に
、
「大
小
越
陳
」
(
仏
は
大
乗
と
小
乗
と
を
説
い
た
)
と
、
「
全

音
異
解
」
(
仏
の
教
え
を
聞
く
者
が
あ
る
い
は
大
乗
と
解
し
、
あ
る
い
は
小
乗
と

解
し
た
)
と
の
二
種
の
解
釈
を
示
す
。

『
維
摩
経
』
仏
国
品
第
一
に
、
「仏
は
、
一
音
を
も
っ
て
法
を
演
説
す
る
に
、
衆

生
は
類
に
し
た
が
っ
て
お
の
お
の
解
を
得
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
仏
は
一
音
に
て
演
説
し
、
あ
え
て
一
人
一
人
別
々
に
説
か
な
い
が
、

衆
生
は
機
根
次
第
で
、
あ
る
い
は
漸
教
と
聞
く
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
頓
教
と

聞
く
も
の
が
あ
り
、
機
根
の
違
い
に
よ
っ
て
了
解
す
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

一
円
教
と
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ふ
じ
よ
う
き
ょ
う

る
。
天
台
は
、
こ
れ
を
不
定
教
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
一
音
の
説
法
を
異
解
す
る
の
は
、
聞
く
衆
生
の
側
か
ら
い
え
ば
、

宿
世
の
習
気
で
あ
る
宿
習
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
説
く
仏
の
側
か
ら
い
え

ば
、
説
法
の
不
可
思
議
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

衆
生
の
宿
習
力
と
し
て
、
衆
生
に
頓
種
と
漸
種
と
が
あ
る
。
漸
種
は
、
宿
世
か

ら
漸
教
に
染
ま
っ
て
い
る
人
を
い
い
、
頓
種
は
、
宿
世
よ
り
頓
教
に
染
ま
っ
て
い

る
人
を
い
う
。
頓
教
に
染
ま
っ
て
い
る
人
は
、
漸
教
の
説
法
を
聞
い
て
も
、
こ
れ

を
頓
教
と
理
解
し
、
漸
教
に
染
ま
っ
て
い
る
人
は
、
頓
教
を
聞
い
て
も
漸
教
と
理

解
す
る
。

人間文化

こ
の
よ
う
に
頓
漸
の
種
は
、
宿
世
に
由
来
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
区
別
が
あ
る

が
、
こ
の
宿
習
が
起
こ
る
の
は
、
専
ら
仏
の
身
・
口
・
意
に
よ
る
三
輪
説
法
の
不

可
思
議
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
を
、
教
の
面
か
ら
い
う
と
、
不
定
教
と
い
う
。

参
考
|
|
ご
音
の
五
種
相
対
」
に
つ
い
て

「
一
音
の
五
種
相
対
」
は
、
一
音
に
五
対
の
相
対
を
立
て
る
こ
と
を
い
う
。

ω
大
小
相
対
一
大
乗
の
一
音
は
、
『
大
乗
起
信
論
』
に
、
「
同
音
一
演
異
類
等

解
」
と
あ
る
。
同
音
は
、
仏
は
一
音
で
、
イ
ン
ド
人
に
も
中
国
人
に
も
日
本
人
に

も
分
か
る
よ
う
に
説
く
。
仏
が
一
音
で
演
説
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
い
ろ
い
ろ

な
言
葉
を
使
う
も
の
に
、
一
時
に
分
か
ら
せ
る
の
を
、
大
乗
の
一
音
と
い
う
。

小
乗
の
一
音
は
、
中
イ
ン
ド
の
一
党
音
で
説
法
す
る
こ
と
を
い
う
。
引
い
て

は
、
相
手
が
中
国
人
で
あ
れ
ば
中
国
語
で
、
日
本
人
で
あ
れ
ば
日
本
語
と
い
う
よ

う
に
、
相
手
に
よ
っ
て
言
葉
が
変
わ
る
こ
と
を
い
い
、
大
乗
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ

を
い
う
。

ω
因
果
相
対
一
因
は
別
教
の
初
地
、
円
教
の
初
住
以
上
の
菩
薩
の
一
音
を
い

う
。
果
は
、
仏
果
位
の
一
音
を
い
う
。
こ
れ
は
、
共
に
大
乗
の
一
音
で
あ
る
。
菩

薩
も
、
無
明
の
惑
を
断
っ
て
一
分
の
中
道
の
理
を
倍
る
初
地
以
上
の
菩
薩
で
な
け

れ
ば
、
一
音
説
法
を
異
類
等
し
く
理
解
さ
せ
る
境
界
に
は
加
え
ら
れ
な
い
。
何
故

な
ら
ば
、
初
地
初
住
以
上
は
、
無
明
の
惑
を
断
っ
て
一
分
の
中
・
中
道
の
理
を
悟

る
か
ら
で
あ
る
。
中
・
中
道
の
理
を
倍
ら
な
い
も
の
は
、
一
説
法
を
、
異
類
に
等

し
く
理
解
さ
せ
る
境
界
に
は
至
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
因
位
の
一
音
と
、

果
位
の
一
音
と
に
は
、
有
限
と
無
限
の
区
別
が
あ
る
。

と
う
ぶ
ん
か
せ
っ

ω
当
分
跨
節
相
対
一
当
分
の
一
音
は
、
蔵
教
に
は
蔵
教
の
教
主
の
一
音
が
あ

り
、
通
教
に
は
通
教
の
教
主
の
一
音
が
あ
り
別
教
に
は
別
教
の
教
主
の
一
音
が

あ
り
、
円
教
に
は
円
教
の
教
主
の
一
音
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
当
分
の
一
音
に
は
四

つ
の
差
別
が
あ
る
。

し
か
し
法
華
跨
節
の
一
音
は
、
跨
は
越
え
る
意
、
す
な
わ
ち
、
節
を
越
え
て

蔵
・
通
・
別
・
円
の
階
級
を
離
れ
、
四
教
の
教
主
の
説
教
は
み
な
共
通
し
て
、
等

し
い
。
こ
れ
は
、
一
円
仏
の
一
音
だ
け
と
見
る
こ
と
を
い
う
。

凶
顕
密
相
対
一
顕
露
教
の
一
音
と
、
秘
密
教
の
一
音
と
を
い
う
。
顕
露
教
の
一

音
は
、
誰
に
も
公
開
し
て
説
く
仏
の
教
え
を
い
い
、
秘
密
教
の
一
音
は
、
衆
生
の

機
根
・
根
性
が
別
々
で
あ
る
場
合
に
、
仏
が
こ
れ
ら
の
者
に
相
互
に
は
知
ら
せ
な

い
ま
ま
に
、
密
か
に
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
利
益
を
与
え
る
、
同
聴
異
聞
、
人
法

倶
不
知
の
説
き
方
を
い
う
。

同
定
不
定
相
対
一
顕
露
教
に
定
不
定
が
あ
り
、
秘
密
教
に
も
定
不
定
が
あ

る
。
だ
か
ら
定
教
の
一
音
と
、
不
定
教
の
一
音
と
に
分
け
る
。

定
教
は
、
人
々
が
異
な
っ
た
理
解
を
し
な
い
教
え
を
い
い
、
不
定
教
は
、
聞
き

手
の
機
根
・
根
性
に
し
た
が
う
か
ら
、
理
解
・
得
益
が
一
定
し
て
い
な
い
教
え
を

い
〉
つ
。
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「
神
力
不
共
な
り
」

い
Pつ
。

は
、
仏
の
神
通
力
が
、

凡
夫
な
ど
と
共
通
で
な
い
こ
と
を



野)

「
神
力
」
は
神
通
力
と
も
い
い
、
仏
教
を
体
験
し
た
者
が
得
る
、
あ
る
種
類
の

神
秘
的
な
能
力
を
い
う
。

ふ
ぐ
う

「不
共
」
は
、
共
通
で
な
い
功
徳
法
の
意

。

仏
や
菩
薩
だ
け
に
具
わ
っ
て
い

て
、
凡
夫
や
二
乗
に
は
具
わ
っ
て
い
な
い
勝
れ
た
特
質
を
い
う
。

普
通
は
、
仏
の
十
力
・

仏
の
四
無
所
畏
・
仏
の
三
念
住
・
仏
の
大
慈
大
悲
か
ら

成
る
、
十
八
不
共
仏
法
を
指
し
、
知
来
の
功
徳
が
知
来
に
特
有
な
も
の
で
、
他
の

機
根
の
類
の
も
の
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

参
考
|
|
「
十
八
不
共
法
」
に
つ
い
て

二
乗
や
菩
薩
と
は
異
な
り
、
仏
だ
け
が
具
え
る
究
極
の
境
地
と
し
て
、
大
乗
仏

ふ
ぐ
う

教
は
、
つ

、

ぎ
の
十
八
種
を
勝
れ
た
特
質
と
し
て
挙
げ
る
。

「不
共
」
と
も
、
「不
共

法
」
と
も
、
「
不
共
仏
法」
と
も
、

「十
八
不
共
仏
法
」
と
も
い
う
。
不
共
は
、
他

と
共
通
し
な
い
特
有
な
こ
と
を
い
う

。

ω
身
無
失
は
、
戒
・
定
・

智
慧
・

慈
悲
を
用
い
て
身
を
修
め
、
す
べ
て
の
煩
悩

を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
。

ω
口
無
失
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
、
十
分
な
説
法
が
で
き
る
こ
と

。

ω
念
無
失
は
、
種
々
の
禅
定
を
智
慧
に
し
た
が
っ
て
実
践
す
る
こ
と
。

凶
無
異
想
は
、
衆
生
を
平
等
に
普
く
済
度
す
る
こ
と
。

m
w無
不
定
心
は
、
常
に
禅
定
の
な
か
に
あ
り
、
心
を
乱
す
こ
と
が
な
い
こ
と
。

刷
無
不
知
己
捨
は
、
捨
て
る
べ
き
も
の
を
無
視
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と

。

的
欲
無
減
は
、
衆
生
を
救
済
し
て
厭
き
足
り
る
こ
と
が
な
い
こ
と

。

側
精
進
無
減
は
、
休
息
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
救
う
こ
と
。

剛
念
無
減
は
、
三
世
の
諸
仏
の
法
と
相
応
し
て
い
る
こ
と

。

側
慧
無
減
は
、
す
べ
て
の
智
慧
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
。

ω
解
脱
無
減
は
、
有
為
と
無
為
の
二
種
の
解
脱
を
具
え
て
い
る
こ
と

。

悩
解
脱
知
見
無
減
は
、
あ
ら
ゆ
る
解
脱
を
分
明
に
知
る
こ
と
。

『法華玄義』の研究住) (大

ω
一
切
身
業
随
智
慧
行
は

L
」
。

一
度
、
身
を
現
わ
す
と
す
べ
て
を
利
益
す
る
こ

側
一
切
口
業
随
智
慧
行
は
、
智
慧
に
照
ら
さ
れ
た
こ
と
ば
は
、
衆
生
を
利
益
し

て
止
ま
な
い
こ
と
。

回
一
切
意
業
随
智
慧
行
は
、
仏
が
念
じ
る
こ
と
は
、
み
な
成
就
す
る
こ
と
。

側
智
慧
知
過
去
世
無
擬
は
、
過
去
世
の
こ
と
を
み
な
知
る
こ
と。

間
智
慧
知
未
来
世
無
擬
は
、
未
来
世
の
こ
と
を
み
な
知
る
こ
と

。

側
智
慧
知
現
在
世
無
磯
は
、
現
在
世
の
こ
と
を
み
な
知
る
こ
と

。

内
容
は
、
仏
の
十
力
と
、
仏
の
四
無
所
畏
と
、
仏
の
三
念
住
と
、
仏
の
大
慈
大

悲
と
を
合
わ
せ
た
も
の
を
い
う
。

ω
ω
ω
は
、
身
・
口

・

意
の
三
業
に
つ
い
て
過
失
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

凶
は
、
衆
生
に
対
す
る
平
等
心
を
い
う
。

山
間
は
、
禅
定
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
安
定
を
い
う
。

的
問
は
、
す
べ
て
を
抱
擁
し
て
捨
て
な
い
こ
こ
ろ
を
い
う
。

間
同
州
問
削ω
は
、
衆
生
済
度
の
欲
と
精
進
・
念
力
・
禅
定
・
智
慧
の
五
点
に
つ

い
て
減
退
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
い
う

。

ω
は

、

解
脱
か
ら
後
戻
り
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
(
時
に
側
禅
定
を
省
い
て
、

ω
に
解
脱
知
見
を
入
れ
る
)

ω
M四
回
は
、
衆
生
済
度
の
た
め
智
慧
の
力
で
身
・
口
・

意
の
三
業
を
現
わ
す
こ

と
を
い
う

。

州
問
問
側
は
、
過
去
・
未
来・
現
在
の

一
切
の
こ
と
を
知
悉
し
て
滞
り
な
い
こ
と

を
い
う
。

(
叩
)
故
に
、
見
に
浄
械
あ
り
、
聞
に
褒
皮
あ
り
、
嘆
に
着
葡
と
不
着
葡
と
あ
り
、

華
に
著
身
と
不
著
身
と
あ
り
、
慧
に
若
干
と
不
若
干
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
浄

名
』
の
方
等
の
ご
と
し
。
法
は
、
縁
に
被
ら
せ
る
に
約
せ
ば
、
な
お
こ
れ
は
漸
教
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第26号

げ
ん

な
り
。

説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
生
蘇
味
の
相
な
り
H

「見
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
ド
リ
シ
ュ
テ
ィ
号
往
の
訳
に
相
当
す
る

「見
解
」
、
特
に

「誤
っ
た
見

解
・

邪
見
」
の
意
と
、
ダ
ル
シ
ャ
ナ
己
R
E
ロ
ω

の
訳
に
相
当
す
る
「
見
る
こ
と
」

「
見
る
は
た
ら
き
」
と
の

二
意
が
あ
る

。

こ
こ
で
は

「見
る
こ
と
」
「
見
る
は
た
ら

き

」
の
意
、
つ
ま
り
対
象
の
色
境
と
器
官
の
眼
根
が
相
互
に
は
た
ら
き
合
っ
て
生

じ
た
、
眼
識
と
い
う
認
識
作
用
を
い
う

。

「
見
」
は
、
わ
た
し
が
住
む
こ
の
世
界
を
、
仏
の
智
慧
に
よ
っ
て
浄
土
と
見
る

者
が
お
り
、
仏
の
智

慧
に
よ
ら
な
い
で
真
実
を
誤
っ

て
分
別
し
て
械
土
と
見
る
者

が
い
る
こ
と
を
い
う

。

も
ん

「聞
」
は
、
「
耳
に
聞
く
こ
と
」
を
意
味
し
、
対
象
の
声
境
と
器
官
の
耳
根
が
相

互
に
は
た
ら
き
合
っ
て
生
じ
た
、
耳
識
と
い
う
認
識
作
用
を
い
う
。

「聞
思
修
」

の
聞
を
い
う
。

き
よ

ほ

う
へ
ん

段
単
一
口
褒
疑
と
熟
す「褒
疑
」
は
、
誉
め
る
こ
と
と
疑
す
こ
と
を
い
う

。

「聞
の
褒
毘
」
は
、
方
等
会
座
の
顕
露
の
弾
阿
を
い
う

。

例
え

ば

『維
摩
経
』
弟
子
品
で
は
、
維
摩
の
病
気
を
聞
い
て
仏
が
、
誰
か
に
病

気
見
舞
い
を
さ
せ
た
い
と
考
え
る

。

そ
し
て
舎
利
弗
に
、
見
舞
い
に
行
っ
て
き
な

さ
い
と
い
う

。

お
じ
よ
く

舎
利
弗
は
、
わ
た
し

の
坐
禅
を
死
禅
に
過
ぎ
な
い
と
一
蹴
し
、
汚
濁
の
真
っ
只

中
に
生
き
る

「道
法
を
捨
て
ず
し
て
凡
夫
の
事
を
現
ず
る
」
坐
禅
で
な
け
れ
ば
、

死
ん
だ
坐
禅
に
過

、

ぎ
な
い
と
喝
破
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
、
あ
の
維
摩
居

士
は
苦
手
で
す
と
辞
退
す
る

。

つ
ぎ
に
維
摩
を
見
舞
う
よ
う
に
い
わ
れ
た
目
連
は
、
維
摩
に

、

説
法
は
も
の
の

あ
り
の
ま
ま
に
説
く
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、
究
極
絶
対

の
畢
寛
空
の
有
り
様
を
説
い
た
維
摩
の
弁
舌
の
才
能
に

は
適
い
ま
せ
ん
と
辞
退
す

る
。

人間文化

つ
、

ぎ
の
迦
葉
は
、
維
摩
に
、
乞
食
は
平
等
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
真
実
の

乞
食
の
有
り
様
を
喝
破
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に

挙
げ
て
辞
退
す
る
。

須
菩
提
は
、
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
幻
が
現
わ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

文
字
が
悟
り
で
は
な
く
、
文
字
が
な
い
と
こ
ろ
に
悟
り
の
す
が
た
が
存
在
す
る
も

の
だ
と
喝
破
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す
る

。

富
楼
那
は
、
声
聞
は
、
世
人
の
機
根
を
見
抜
き
、
聞
く
人
の
機
根
を
見
極
め
な

い
で
説
法
し
て
は
な
ら
な
い
と
喝
破
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す
る
。

迦
栴
延
は
、
迷
い
の
こ
こ
ろ
で
実
相
を
説
い
て
は
い
け
な
い
と
、
す
べ
て
は
無

常
で
あ
り
、
空
で
あ
り
、
苦
で
あ
り
、
す
べ
て
は
不
生
不
滅
で
あ
る
こ
と
の
真

実

を
喝
破
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す
る
。

阿
那
律
は
、
真
実
の
超
人
的
な
眼
の
力
を
も
つ
の
は
仏
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
力

は
異
教
徒
の
五
通
の
比
で
は
な
い
と
喝
破
さ
れ
た
こ
と

を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す

司
令。
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優
波
離
は
、
戒
律
は
、
夢
や
陽
炎
や
水
中
月
や
鏡
の
な
か
の
映
像
の
よ
う
に
、

妄
想
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
喝
破
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す

『G
。

羅
喉
羅
は
、
出
家
は
、
生
滅
変
化
を
離
れ
た
常
住
絶
対
の
倍
り
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
出
家
自
体
に
は
利
益
も
功
徳
も
な
い
。
心
静
か
に
無
心
の
境
に
し

た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
ち
を
離
れ
る
こ
と
が
真
の
出
家
で
あ
る
と
喝
破
さ
れ

た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す
る

。

最
後
に
阿
難
は
、
仏
は
一
切
の
善
を
普
く
体
得
し
、
福
徳
を
一
身
に
具
え
、
常

住
絶
対
の
悟
り
に
お
ら
れ
る
か
ら

、

病
気
も
悩
み
も
あ
る
は
ず
が
な
い
と
喝
破
さ

れ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
辞
退
す
る
。

こ
う
し
て
五
百
人
の
勝
れ
た
弟
子
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
を
説
い
て
、
維
摩
居
士
が
語
っ
た
と
こ
ろ
を
賞
賛
す
る
と
と
も
に
、

「か
れ
を



野)

訪
ね
て
、
病
を
問
う
任
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
辞
退
す
る
。

弟
子
品
で
は
、
十
人
の
大
声
聞
が
、
と
も
に
見
舞
い
に
行
き
た
く
な
い
理
由
を

具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
。
十
人
十
色
の
理
由
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
摩
居

士
の
偉
大
さ
、
思
想
の
卓
越
さ
が
描
き
出
さ
れ
る
。
一
連
の
大
声
聞
の
、
見
舞
い

に
行
き
た
く
な
い
理
由
は
、
維
摩
居
士
の
口
を
借
り
て
二
乗
を
弾
詞
し
た
も
の

で
あ
る
が
、

'挙
げ
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
ひ
と
つ
は
、
維
摩
居
士
の
偉
大
さ
を
示
す

と
と
も
に
、
大
乗
仏
教
の
車
越
性
を
示
し
て
い
る
。

仏
が
、
文
殊
菩
薩
や
、
維
摩
居
士
を
褒
め
讃
え
る
の
は
、
「
褒
」
で
あ
り
、
声

け
な
へ
ん

聞
・
縁
覚
の
二
乗
や
菩
薩
を
疑
し
抑
え
る
の
は
「
疑
」
で
あ
る
。
褒
販
の
実
例
は

各
所
に
出
る
。

「
聞
に
褒
庭
あ
り
」
は
「
味
の
褒
疑
」
を
含
む
。
現
代
語
訳
に
、
具
体
例
と
し

て
『
維
摩
経
』
香
積
仏
品
の
例
を
挙
げ
る
。

「蒼
萄

・
不
蒼
葡
」
は
、
『
維
摩
経
』
の
観
衆
生
品
に
基
づ
く
。
特
に

「蒼
萄
」

は
、
『
法
華
玄
義
』
巻
第
十
で
は
、
円
教
の
頓
教
の
相
の
例
え
と
す
る
。

観
衆
生
品
に
は
、
「
大
悲
の
法
を
も
っ
て
衆
生
を
化
す
る
が
故
に
、
我
を
大
乗

と
な
す

。
舎
利
弗
よ
、
人
が
蒼
葡
林
に
入
れ
ば
、
た
だ
蒼
葡
を
嘆
、
ぎ
、
余
の
香
を

嘆
が
ざ
る
が
ご
と
し
。
も
し
こ
の
室
に
入
れ
ば
、
か
く
の
ご
と
し
。
た
だ
仏
の
功

徳
の
香
を
聞
き
、
好
ん
で
声
聞
・
酔
支
仏
の
功
徳
の
香
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
」
と

怠
叩
マQ。

『法華玄義』の研究住) (大

つ
ま
り
、
蒼
葡
の
林
に
入
る
と
そ
の
芳
香
だ
け
を
嘆
、
ぎ
、
そ
れ
以
外
の
香
り
は

嘆
が
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
で
、
仏
の
部
屋
に
入
れ
ば
、
た
だ
仏
の
功
徳
の
香
り
を

嘆
ぐ
だ
け
で
、
声
聞
、
縁
覚
の
功
徳
の
香
り
を
嘆
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

参
考
|
|
「
蒼
葡
」
に
つ
い
て

せ
ん
ぷ
〈

蒼
萄
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
チ
ャ
ン
パ
カ
の
音
写
。
チ
ャ
ン
パ
カ
は
、
蒼

葡
、
謄
波
、
贈
葡
と
音
写
。
黄
花
樹
・
金
色
華
樹
と
漢
訳
。
中
国
で
は
黄
樹
。

蒼
葡
の
花
は
黄
色
で
、
バ

ニ
ラ
の
よ
う
な
香
気
が
遠
く
ま
で

薫
る
、
高
大
な
樹

く
ち
な

し

の
一
種
。
山
梶
子
に
似
て
い
る
と
い
う
。
モ
ク
レ
ン
科
、
和
名
は
キ
ン
コ
ウ
ボ

ク
。
ネ
パ
l

ル
の
東
側
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
温
暖
地
方
に
分
布
す
る
。

こ
ん
じ
ち
ょ
う

金
麹
鳥
が
来
て
チ
ャ
ン
パ
カ
に
止
ま
る
と
い
う
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ガ
ル

ダ
と
い
う
金
麹
鳥
は
、
イ
ン
ド
神
話
に
お
け
る
想
像
上
の
鳥
で
あ
る
。
麹
は
金
色

で
、
広
き
が
三
百
三
十
六
万
里
あ
っ
て
、
空
中
を
飛
行
す
る
。
須
弥
山
の
下
層
に

住
み
、
龍
を
常
食
す
る
捧
猛
な
鳥
と
さ
れ
る
。
八
部
衆
の
一
つ
。

な
お
八
部
衆
は
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
守
護
す
る
八
種
の
神
々
で
、
『
法
華
経
』

て
ん

そ
の
他
に
散
見
す
る
。
川
超
人
的
な
鬼
神
な
ど
の
「
天
」
、

ω
龍
神
や
龍
王
な
ど

ゃ
し
ゃ

の
「
龍
」
、
ω
勇
健
暴
悪
で
空
中
飛
行
の
鬼
神
で
あ
る
「
夜
叉
」
、
凶
半
神
で
、

け
ん
だ
っ
ぱ

音
楽
を
奏
す
る
天
上
の
楽
師
を
い
う
「
乾
闇
婆
」
、
問
悪
霊
で
あ
る
が
、
果
報
が

あ
し
ゅ
ら

天
に
次
ぐ
「
阿
修
羅
」
、
制
龍
を
食
う
金
麹
鳥
を
い
う
「
迦
楼
羅
」
、
間
半
人
半
獣

き
ん
な
ら

の
角
が
あ
る
歌
神
を
い
う
「
緊
那
羅
」
、
制
大
蛇
の
蛇
神
を
い
う
「
摩
喉
羅
迦
」

の
八
を
い
う
。

現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
航
空
を
ガ
ル
ダ
と
公
称
す
る
の
も
、
こ
こ
に
由

来
す
る

。

日
本
の
い
わ
ゆ
る
天
狗
は
こ
の
変
形
と
い
う
。
金
麹
鳥
の
な
か
で
最
も

勝
れ
た
も
の
が
金
麹
鳥
王
で
、
し
ば
し
ば
仏
に
警
え
ら
れ
る
。

じ
ゃ
く
し
ん
ふ
じ
ゃ
く
し
ん

「
著
身
、
身
に
著
く
」
は
、
身
に
付
着
す
る
こ
と
を
い
い
、
「
不
著
身
、
身
に

著
か
ざ
る
」
は
、
身
に
付
着
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
『
維
摩
経
』
の
観
衆
生
品
に

基
づ
く

。

「
こ
の
華
は
分
別
す
る
と
こ
ろ
な
し

。
仁
者
は
自
ら
分

別
の
想
を
生
ず
る
の

み
。
も
し
仏
法
を
奉
じ
て
出
家
し
、
分
別
す
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
不
如
法
と
な

す
。
も
し
分
別
す
る
と
こ
ろ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
如
法
な
り
。
諸
の
菩

薩
を
観
、
華
が
不
著
な
る
は
、
す
で
に
一
切
の
分
別
の
想
を
断
つ
が
故
な
り
。
」

と
あ
る

。
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維
摩
居
士
の
部
屋
に
い
た
天
女
が
、
維
摩
居
士
の
説
法
を
聞
い
て
喜
び
、
満
足

し
て
心
も
奪
わ
れ
て
自
分
の
身
体
を
現
わ
し
て
、
菩
薩
や
声
聞
た
ち
の
上
に
天
の

華
を
振
り
掛
け
た

。

菩
薩
た
ち
に
降
り
掛
か
っ
た
華
は
地
に
落
ち
て
、
身
体
に
付

着
し
な
か
っ
た

。

こ
れ
が
、
不
著
身
、
「
身
に
著
か
ざ
る
」
で
あ
る

。

そ
し
て
、

舎
利
弗
を
始
め
と
す
る
声
聞
た
ち
に
降
り
掛
か
っ
た
華
は
、
身
体
に
付
着
し
て
落

下
し
な
い
。
神
通
力
に
よ
っ
て
取
り
除
こ
う
と
し
て
も
離
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

が
、
著
身
、
「
身
に
著
く
」
で
あ
る

。

華
は
、
分
別
す
る
こ
と
が
な
い

。

分
別
す
る
の
は
、
人
の
性
で
あ
る

。

華
が
身

に
付
着
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
出
家
者
が
善
法
に
固
執
し
て
分
別
を
巡
ら
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る

。

法
に
適
わ
な
い
こ
と
を

警
え
た
の
が
「
著
身
」
で
あ
る

。

一
方
菩
薩
は
、
一
切
の
分
別
想
を
離
れ
て
い
る
た
め
、
身
体
に
華
が
付
着
す
る

こ
と
が
な
い
。
法
に
適
う
こ
と
を
誓
え
た
の
が
「
不
著
身
」
で
あ
る

。

「
若
干
」
は
、
勝
劣
不
同
の
差
別
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
諸
仏
の

色
身
に
は
差
別
が
あ
る
と
す
る
声
聞
の
智
慧
を
い
う

。

「
不
若
干
」
は、

差
別
の
な
い
こ
と
を
い
う

。

こ
こ
で
は
、
諸
仏
の
さ
ま
た
げ

の
な
い
無
擬
の
智
慧
に
は
差
別
が
な
い
と
す
る
菩
薩
の
智
慧
を
い
う
。

『
維
摩
経
』
の
菩
薩
行
品
に
、
「
汝
が
、
諸
仏
の
国
土
を
見
る
に
、
地
に
若
干
あ

り
、
し
か
し
て
虚
空
に
若
干
な
し

。

か
く
の
ご
と
く
諸
仏
の
色
身
を
見
る
に
、
若

干
あ
る
の
み
に
し
て
、
そ
の
無
擬
慧
に
若
干
な
し
。
」
に
よ
る
。

す
な
わ
ち
、
仏
国
土
の
性
格
は
い
ろ
い
ろ
の
差
別
が
あ
る
が
、
仏
国
土
を
覆
っ

て
い
る
虚
空
に
は
何
の
差
別
も
な
い

。

仏
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
す
が
た
を
み
れ

ば
差
別
は
あ
る
が
、
さ
ま
た
げ
の
な
い
仏
の
智
慧
に
は
差
別
が
な
い

。

「
地
」
は

声
聞
の
分
別
智
を
い
う
「
若
干
」
を
象
徴
し
、
「
空
」
は
菩
薩
の
無
分
別
智
を
い

う
「
不
若
干
」
を
象
徴
す
る
。

「
こ
れ
は
」
は
、
「
影
は
、
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万
水
に
臨
み
」

に
始
ま
り
、
「
慧
に
若
干
と
不
若
干

と
あ
り
」
に
終
わ
る
前
文
を
受
け
る
。
た
だ
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
『
維
摩
経
』

が
説
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る

一
経
の
精
髄
、
つ
ま
り
大
乗
初
門
の
要
諦
で
あ
る

こ
に
し
て
不
二
の
不
二
の
法
門
を
明
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
乗
人
を
弾
詞
し
、

大
乗
初
門
の
密
益
に
誘
引
す
る
こ
と
を
表
わ
す
。

『
浄
名
』
は
、
『
維
摩
経
』
『
維
摩
詰
所
説
経
』
を
い
う
。
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
l

ル

テ
ィ
・
維
摩
詰
が
、
清
浄
な
名
声
の
意
で
あ
る
か
ら
、
「
浄
名
」
と
訳
さ
れ
る
。

「
方
等
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の

、

ヴ
ァ
イ
プ
ル
ヤ
の
訳
で
あ
り
、
広
大
な

の
意
で
あ
る
が
、
大
乗
経
典
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
あ
る

。

こ
こ
で
は

、
天
台
の

五
時
教
判
の
第
三
時
の
方
等
時
に
属
す
る
経
典
を
い
う

。

「
漸
教
」
に
つ
い
て
は
、
説
法
の
形
式
上
か
ら
い
う
と

、

小
乗
等
の
浅
い
内
容

の
教
法
か
ら
、
順
次
に
大
乗
の
深
い
内
容
に
説
き
進
む
教
え
を
い
う
。

説
法
の
内
容
上
か
ら
い
う
と
、
漸
教
は
、
人
々
を
そ
の
機
根
に
応
じ
て
順
序
を

踏
ん
で
、
漸
進
的
に
長
い
間
修
行
し
て
後
に
、
順
次
に
悟
り
に
誘
導
誘
引
し
て
い

く
教
え
を
い
う

。

天
台
で
は
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
・
法
華
浬
繋
の
五
時
の
う
ち
、
鹿

苑
・
方
等
・
般
若
の
各
時
に
説
か
れ
た
経
典
の
い
ず
れ
も
が
漸
教
で
あ
る
と
す

ヲG
。
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「
生
蘇
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
ナ
ヴ
ァ
・
ニ
l

タ
の
訳
で
、
乳
を
加
熱

し
、
十
分
の

一
に
濃
縮
さ
せ
た
新
鮮
な
カ
ル
ピ
ス
の
よ
う
な
乳
製
品
を
い
う
。

(
現
代
語
訳
)

そ
の
こ
は

「
酪
味
」
で
あ
る
。

続
い
て
朝
日
は
、
高
い
山
の
上
か
ら
移
り
、
次
第
に
低
い
幽
谷
を
照
ら
し
出



す
。」

れ
は
、
身
を
灰
に
し
、
智
、
す
な
わ
ち
こ
こ
ろ
を
滅
し
た

「
灰
身
滅
智
」
、

す
な
わ
ち
身
心
と
も
に
ま
っ
た
く
の
無
に
帰
し
、
煩
悩
を
滅
し
た
境
地
に
入
る

こ
と
を
究
極
の
目
的
と
す
る
修
行
を
、
機
根
・
根
性
が
劣
る
小
機
の
人
の
た
め

に
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
教
え
は
、
機
根
・
根
性
が
劣
る
人
で
も
、
次
第
に
理

解
を
進
め
、
機
根
・
根
性
に
相
応
し
た
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教

え
る
も
の
で
あ
る
。
(
三
)
蔵
教
が
明
か
し
示
す
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

(
三
)
蔵
教
は
、
仏
釈
尊
が
華
厳
の
会
座
で
『
華
厳
経
』
を
説
き
明
か
し
た

後
の
十
二
年
間
に

ア
ン
ガ
国
・
マ
ガ
ダ
国
・
カ

l

シ
l

国
・
コ
l

シ
ャ
ラ

国
・
ヴ
リ
ジ
国
・
マ
ッ
ラ
国
・
チ
ェ

1

デ
ィ
国
・
ヴ
ア
ツ
ツ
ァ
国
・
ク
ル
国
・

パ
ン
チ
ャ
l

ラ
国
・
マ
ツ
ヤ
国
・
シ
ュ

1

ラ
セ
1

ナ
国
・
ア
シ
ュ
、
ヴ
ァ
カ
国
・

ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
国
・
ガ
ン
ダ

l

ラ
国
・
カ
ン
ボ
l

ジ
ャ
国
か
ら
成
る
、
十
六
大

野)

国
で
説
か
れ
た
小
乗
の
四
阿
合
経
の
教
え
を
い
う
。

ろ
く
や
お
ん
ろ
く
お
ん
じ

の
説
法
の
場
所
が
鹿
野
苑
で
あ
っ
た
か
ら
鹿
苑
時
と
い
い
、

あ
ご
ん
じ

取
っ
て
阿
合
時
と
も
い
う
。

説
い
た
経
名
を

こ
の
時
期
の
、
仏
の
最
初

『法華玄義』の研究(主) (大

四
阿
合
経
は
、
北
方
系
仏
教
の
数
え
方
で
、
長
・
中
・
増
一
・
雑
の
四
経

を
い
う
が
、
南
方
系
仏
教
は
、
長
部
・
中
部
・
相
応
部
・
増
支
部
・
小
部
の
五

部
に
分
け
る
。

漢
訳
の
『
長
阿
合
経
』
二
十
二
巻
に
は
三
十
経
が
含
ま
れ
、
『
中
阿
合
経
』

六
十
巻
に
は
二
百
二
十
二
経
が
含
ま
れ
、
『
増
一
阿
含
経
』
五
十
一
巻
は
、
法

数
に
よ
っ
て
内
容
を
ま
と
め

一
法
か
ら
十
一
法
に
至
る
ま
で
を
一
ま
と
め
に

し
て
お
り
、
『
雑
阿
合
経
』
五
十
巻
は
、
他
の
阿
合
経
に
収
め
ら
れ
な
い
短
い

多
数
の
経
典
を
収
録
し
て
い
る
。

し
ゃ
く
く
う

仏
は
、
修
行
が
浅
い
者
に
は
、
小
乗
の
有
り
様
で
対
応
し
、
析
空
の
理
を

明
か
す
。

し
ゃ
〈
く
う
が
ん

析
空
の
理
は
、
析
空
観
で
あ
る
。
析
空
観
は
、
析
色
入
空
観
の
略
で
、
析

仮
入
空
観
、
析
法
入
空
観
と
い
い
、
単
に
析
法
観
と
も
い
う
。

析
空
観
は

一
つ
の
も
の
を
そ
の
構
成
要
素
に
分
析
し
て

そ
の
い
ず
れ
の

構
成
要
素
の
な
か
に
も
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
か
ら
、
そ
の
も
の
は
単
に
名

称
の
う
え
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
真
実
に
は
存
在
し
な
い
と
説
く
論
法
を
い

Vつ
。つ

ま
り
、
わ
た
し
と
い
う
個
人
存
在
を
構
成
し
て
い
る
要
素
を
い
か
に
分
析

そ
の
な
か
に
永
遠
の
我
、
す
な
わ
ち
常
一
主
宰
の
ア

l

ト
マ
ン

し
て
み
て
も
、

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

わ
た
し
の
ア

l

ト
マ
ン
は
存
在
し
な
い
と

い
う
議
論
を
い
い
、
あ
る
い
は
人
を
分
析
し
て
、

五
慈
、
十
二
処
、
十
八
界
な

一
切
の
物
質
的
存
在
を
分
析
し
て
、
物
質
構
成
の

ご
く
み

最
小
単
位
で
あ
る
原
子
に
相
当
す
る
極
微
に
し
た
り
、
心
を
分
析
し
て
六
十
利

ど
の
構
成
要
素
と
し
た
り
、

那
(
一
利
那
は
]
\
司
秒
)
の
一
念
に
至
る
と
い
う
よ
う
に
、
分
析
の
結
果
、

「
人
法
二
空
」
を
観
じ
る
こ
と
を
い
う
。

」
れ
が
小
乗
仏
教
で
あ
る

く
う
が
ん

(
三
)
蔵
教
の
空
観
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
、
転
凡
成
聖
、

つ
ま
り
凡
夫
の
状
態
を
転
じ
て
、
聖
者
の
境
地
に

入
る
悟
り
を
与
え
る
が
、
仏
教
教
理
の
初
歩
的
段
階
に
あ
る

(
三
)
蔵
教
は

人間文化

ま
だ
「
空
」
の
本
当
の
意
味
を
把
握
し
て
い
な
い

。

(
三
)
蔵
教
の
析
空
観
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
ご
と
に
空
の
道
理
が
あ
る
の

そ
れ
以
上
は
求
め
な
い

。

つ
ま
り
、
空
の
反
面
に
は
、
同
時

を
知
る
だ
け
で

に
不
空
の
意
義
道
理
が
あ
る
の
を
知
ら
な
い

。

こ
の
、
空
の
道
理
だ
け
を
知

た
ん
く
う
へ
ん
く
う

り
、
空
に
執
わ
れ
停
滞
す
る
の
を
「
但
空
」
、
ま
た
は
「
偏
空
」
と
い
う

。

但

空
に
執
わ
れ
る
の
が

(
三
)
蔵
教
で
あ
る
か
ら
、
最
高
、
究
極
の
境
地
は
灰
身

滅
智
で
あ
る
と
し

そ
れ
以
上
は
望
ま
な
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
(
三
)
蔵
教
に
続
く
通
教
で
は
、
空
の
道
理
の
反
面
に
は
不
空

の
道
理
が
あ
る
と
倍
る

。

空
と
同
時
に
不
空
の
理
が
あ
る
と
悟
る
の
を

ふ
た
ん
く
う
ふ
か

と

く
〈
う

「
不
但
空
」
、
ま
た
は
「
不
可
得
空
」
と
い
う
。
空
も
ま
た
、
固
定
的
不
変
的
な

独
自
の
本
体
を
認
め
な
い
不
可
得
で
あ
る
と
し
て
、
空
に
固
執
し
な
い
の
が
不

但
空
で
あ
る

。

不
空
は

仮け

で
あ
る
。

通
教
に
続
く
別
教
・
円
教
で
は
、
す
べ
て
の
存
在
は
、
空
と
仮
を
越
え
て
絶

対
で
あ
り
、
言
説
思
慮
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
「
中
・
中
諦
」
と
す
る

。

別
教
で
は
、
空
と
仮
の
二
諦
は
現
象
面
を
い
い
、
中
諦
は
本
体
面
に
つ
い
て

た
ん
ち
ゅ
う

い
う
も
の
と
す
る
か
ら
、
中
・
中
諦
を
「
但
中
」
と
い
う
。

円
教
で
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
は
相
互
に
個
別
的
で
な
く

一
諦
の
う
ち

に
三
諦
を
具
え
て
、

三
諦
が
区
別
な
く
融
け
合
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
っ
く
う
そ
っ
け
そ
く
ち
ゅ
う
ふ
た
ん
ち
ゅ
う

り
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
し
て
の
中
・
中
諦
で
あ
る
か
ら
「
不
但
中
」

つ
ま
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と

い
〉
つ。

天
台
で
は

す
べ
て
の
存
在
は
、
蔵
教
で
は

と
観
、
通
教
で
は

「
無
中

「
合
中

に
あ
る
と
観
、
円
教
で
は

「
不
但
中
」

と
観
、
別
教
で
は

「
但
中

に
あ
る
と
観
る

。

つ
ま
り
、
蔵
教
の
人
は
、
但
空

つ
ま
り
灰
身
滅
智
を
究
極
と
す
る
が
、
宇

宙
の
す
べ
て
の

事
象
の
有
り
様
は
、
但
空
に
と
ど
ま
ら
ず
、
不
但
空
に
あ
り
、

不
但
空
は
仮
で
あ
る
か
ら
、
空
で
あ
り
仮
に
あ
り
、

さ
ら
に
空
と
仮
と
を
超
え

た
中
に
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
に
あ
る
と
す
る
の
が
、
宇

宙
の
真
実
の
有
り
様
で
あ
る

。

宇
宙
の
真
実
の
有
り
様
は
、
言
説
思
量
を
超
え

て
、

た
だ
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
中
・
中
道
の
理
に
他
な
ら
な
い

。

宇
宙
の
真
実
の
有
り
様
を
知
ろ
う
と
す
る
の
が
、
大
乗
の
機
根
・
根
性
が
勝

れ
た
大
機
の
人
で
あ
る
が
、
蔵
教
の
人
は
、
不
但
空
、
但
中
、
不
但
中
に
あ
る

宇
宙
の
真
実
の
有
り
様
を
知
ら
な
い
。

だ
か
ら
(
三
)
蔵
教
は
、
本
来
、
大
機
の
人
の
た
め
の
も
の
で
な
い
。
た
と

た
た
ば
わ

え
大
機
の
人
が
そ
の
会
座
に
い
て
も
、
多
跨
婆
和
し
て
し
ま
う
。
「
多
跨
」

は
、
歩
行
を
学
ぶ
す
が
た
で
あ
り
、
「
婆
和
」

lま

」
と
ば
を
習
う
声
を
い
う

か
ら
、
大
機
の
機
根
・
根
性
の
人
も
、
(
三
)
蔵
教
と
い
う
、
修
行
者
と
な
っ

て
日
の
浅
い
声
聞
の
教
え
を
聴
聞
し
、
師
の
法
式
を
模
倣
し
、
師
が
暗
請
す
る



経
文
を
復
唱
す
る
、

日
々
の
修
行
実
践
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
う
。

そ
し

て
、
但
空
の
教
理
に
安
住
し
、
執
著
し
、
灰
身
滅
智
の
境
地
を
究
極
と
し
て
疑

わ
な
い
。

だ
か
ら
、
本
来
は
大
機
の
資
質
を
も
っ
人
も
、
大
機
の
人
で
あ
る

と
、
小
機
の
人
た
ち
に
気
付
か
れ
識
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
小
機
の
人
に
示
さ
れ
る
教
説
は
、
身
心
と
も
に
全
く

の
無
に
帰
し
、
煩
悩
を
滅
し
た
境
地
を
い
う
、
灰
身
滅
智
の
無
余
依
浬
繋
を
終

極
と
す
る
教
え
で
あ
る
の
で
、
大
機
の
人
に
示
さ
れ
る
教
説
と
は
懸
隔
が
大
で

あ
る
。こ

の
段
階
で
は
、
小
機
の
声
聞
の
人
が
表
に
立
つ
か
ら
、
大
機
の
人
は
小
機

の
声
聞
の
人
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
、
表
に
出
る
こ
と

A
V
3

戸
i
h

、
J
o

，
刀
+
ω
し

宇
宙
の
真
実
を
明
か
す
教
え
は
、
衆
生
の
機
根
・
根
性
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
さ
な
け
れ
ば
、
説
法
を
聴
聞
す
る
人
に
受
容
さ
れ
な
い
。

野)

欲
・
色
・
無
色
の
三
界
の
、

八
十
八
使
か
ら
成
る
見
惑
を
見
道
十
五
心
の
間

『法華玄義』の研究巴) (大

で
断
ち
、
続
い
て
、
欲
界
の
思
惑
・
修
惑
の
九
品
の
う
ち
、
六
品
の
思
惑
・
修

惑
を
断
ち
、
続
い
て
、
思
惑
・
修
惑
の
残
り
の
三
品
を
断
ち
、
再
び
欲
界
に
戻

る
こ
と
が
な
い
境
地
に
至
る
。
こ
う
し
て

一
切
の
見
惑
と
思
惑
・
修
惑
と
を

断
っ
て
、
迷
い
の
世
界
に
流
転
す
る
こ
と
が
な
い

ニ
ル
ヴ
ァ
l

ナ
に
入
る
。

こ
の
よ
う
に
小
乗
の
四
向
四
果
が
説
い
て
い
る
が
、
仏
釈
尊
が
説
く
、
衆
生

の
浅
薄
な
機
根
・
根
性
に
応
じ
た
、
程
度
の
低
い
小
乗
、
す
な
わ
ち
(
三
)
蔵

教
を
信
奉
し
て
、
三
生
六
十
劫
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
修
行
に
よ
り
、
d
J
-
'いν
A
J


争
J
P
〈
争
J

ん
に
小
機
の
倍
り
に
導
い
て
い
く
と
い
う
教
え
の
内
容
か
ら
、
漸
教
の
有
り
様

に
あ
る
と
す
る
。

仏
釈
尊
が
、
教
え
を
段
階
的
に
説
き
明
か
し
、
低
次
か
ら
高
次
の
宗
教
的
な

立
場
に
導
く
た
め
に
、
順
序
次
第
に
教
え
が
説
か
れ
る
と
い
う
視
点
か
ら
考
え

る
と
、
こ
の
段
階
は
、
搾
り
た
て
の
生
乳
を
発
酵
さ
せ
、
生
理
的
に
生
乳
は
受

け
付
け
な
い
人
に
も
飲
み
易
く
し
た

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
で
あ
る
と
し
て

「
酪
味
」
の
有
り
様
に
例
え
る
。

そ
の
三
は

「
生
蘇
味
」で
あ
る
。

朝
、
日
が
出
る
と
、

日
は
最
初
に
高
山
を
照
ら
し
、
さ
ら
に
昇
る
と
高
山
と

高
山
に
挟
ま
れ
た
幽
谷
を
照
ら
す
。
そ
の
後
八
時
頃
に
は
日
は
、
平
地
を
照
ら

し
始
め
る
。

み
な
ぎ

一
杯
に
譲
る
水
に
映
し
出
さ
れ
る
が
、
水
を
入

れ
る
容
れ
物
の
形
状
の
ま
ま
に
収
ま
り
、
波
が
立
っ
て
い
る
か
凪
い
で
い
る
か

日
が
照
ら
し
出
す
影
は

に
よ
っ
て

一
様
で
な
い
。

み
な
も

ど
ん
な
水
面
も
一
切
の
事
象
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
す
よ
う
に
、
仏

つ
ま
り
、

は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
、

そ
の
身
を
い
ろ
い
ろ
な
す
が
た
形
で
顕
わ
し

出
す
か
ら
、
仏
の
す
が
た
形
は
一
つ
で
は
な
い
。
仏
の
す
が
た
形
は
、
求
め
る

者
の
機
根
・
根
性
に
対
す
る
感
応
道
交
に
よ
っ
て
、
千
差
万
別
で
あ
る
。
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水
は
、
容
れ
物
の
形
や
状
態
に
よ
っ
て
四
角
に
も
な
り
円
く
に
も
な
る
よ
う



第26号

ず
」
、
リ
ム
ふ
品
、

』

{
l

ど
の
よ
う
な
す
が
た
形
の
容
れ
物
も
、
選
り
好
み
を
す
る
こ
と
が

な
い
。
仏
は
、
真
理
を
体
得
し
、
一
切
の
煩
悩
を
断
ち
、
真
の
智
慧
を
悟
り
得

じ
よ
う
じ
ゃ
つ
こ
う
ど

た
諸
仏
如
来
が
住
む
「
常
寂
光
土
」
に
住
む
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の

人間文化

他
の
三
士
、
す
な
わ
ち
、
人
天
の
凡
夫
と
声
聞
・
縁
覚
な
ど
の
聖
者
が
同
居
す

ぽ
ん
し
よ
う
ど
う
ご
ど

る
「
凡
聖
同
居
土
」
に
も
、
見
惑
・
思
惑
を
断
ち
切
っ
て
三
界
の
生
死
を
超

ほ
う
ベ
ん
・
7
よ
ど

「
方
便
有
余
土
」
に

え
、
塵
沙
・
無
明
の
二
惑
を
残
す
二
乗
・
菩
薩
が
住
む

が
住
む一
「分
実5 一
報守分
無f の
障;無
擬げ明
土と・の
」惑

を
断
ち

一
分
一
分
の
中
道
の
理
を
悟
っ
た
菩
薩

も

に
も
、

選
り
好
み
す
る
こ
と
な
く
お
わ
す
も
の
で

糸
Uマ
。
。

水
を
収
め
る
容
れ
物
の
な
か
で
水
が
、
風
が
立
て
ば
波
が
立
ち
、
風
が
止
め

ば
凪
、
ぎ
る
よ
う
に
、
仏
が
説
く
教
え
は
、
波
が
水
、
水
が
波
で
あ
っ
て
、
水
と

し
て
一
様
で
あ
る
よ
う
に
、
真
実
絶
対
で
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
説
き
示
さ
れ

る
教
え
は
、
波
の
よ
う
に
一
定
不
変
で
は
な
い
。
衆
生
の
機
根
が
未
熟
の
と
き

は
、
そ
の
機
根
に
応
じ
た
理
解
し
易
い
教
え
を
明
か
し
て
導
き
、
機
根
が
調
熟

す
る
に
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
た
適
切
な
教
え
が
明
か
さ
れ

て
い
く
。
仏
の
説
法
は
、
求
め
る
衆
生
の
機
根
・
根
性
に
応
じ
て
臨
機
応
変
、

融
通
無
碍
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
す
が
た
形
を
取
っ
た
教
え
が
説
か
れ
る
も
の
で
あ

。

る

仏
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
、
同

一
の
仏
身
と
、
同
一
の
仏
土
と
、
同

一
の
仏
説
を
示
し
見
せ
る
。

し
か
し
わ
た
し
に
は
、

と
て
も
同
一
の
仏
身
、
同

一
の
仏
土
、
同
一
の
仏
説
と
は
思
え
な
い
。
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わ
た
し
た
ち
の
信
心
や
善
根
な
ど
の
機
根
・
根
性
が
、
み
な
同
じ

ま
ふ
+
り
章
。
+
り

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
機
根
・
根
性
が
区
々
で
あ
る
か
ら
、
仏
が
は
た
ら
き

か
ん

掛
け
る
慈
悲
を
、
わ
た
し
が
感
じ
取
る
「
感
」
と
、
仏
が
わ
た
し
の
機
根
・
根

お
h
つ

わ
た
し
に
は
た
ら
き
掛
け
る
慈
悲
の
「
応
」
と
に
す
れ
違
い
が

そ
れ
は
、

性
に
応
じ
て
、

生
じ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
が
住
む
現
実
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
、
仏
が
お
わ
す
清
浄
な

浄
土
と
見
る
『
維
摩
経
』
仏
国
品
の
螺
警
党
王
の
よ
う
な
人
も
い
れ
ば
、
苦
悩

に
満
ち
た
不
浄
な
械
土
と
見
る
大
声
聞
の
舎
利
弗
の
よ
う
な
人
も
い
る
こ
と
に

な
る
。

仏
が
衆
生
に
、
同
一
の
仏
の
肉
身
を
現
わ
し
示
し
て
も
、
見
る
わ
た
し
の
側

そ
び

か
ら
す
れ
ば
、
須
弥
灯
王
の
よ
う
に
、
世
界
の
中
心
に
釜
え
立
つ
須
弥
山
の
よ

う
に
高
く
大
き
く
、
八
万
四
千
由
旬
も
あ
る
と
も
見
え
、
須
弥
山
を
小
さ
な

け
し
つ
ぶ

芥
子
粒
に
入
れ
た
り
、

一
つ
の
毛
穴
の
な
か
に
現
わ
し
た
り
し
て
、
菩
提
樹
下

の
金
剛
座
に
坐
る
仏
を
小
さ
い
と
も
見
る
も
の
で
あ
る
。

仏
は
衆
生
に

一
つ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
真
実
の
教
え
を
説
く
。
こ
れ
を
聴

く
わ
た
し
は
、

わ
た
し
の
機
根
・
根
性
を
超
え
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
声
聞
は
声
聞
の
枠
の
な
か
で
、
縁
覚
は
縁
覚
の
枠
の
な
か
で
、
仏
の
説
法

を
切
り
取
っ
て
理
解
す
る
の
が
世
の
常
で
あ
る
。
だ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
理
解

の
内
容
や
程
度
に
差
違
が
生
じ
る
。
仏
の
説
法
を
聴
聞
し
て
、
畏
れ
敬
う
人
も



あ
れ
ば
、
歓
喜
す
る
人
も
あ
る
。
厭
い
離
れ
る
人
も
あ
れ
ば
、
疑
い
を
断
っ
て

信
心
を
生
じ
る
人
も
あ
る
。

一
般
的
に
わ
た
し
は
、
こ
れ
が
邪
な
考
え
で
あ
り
、
そ
れ
が
正
し
い
考
え
で

あ
る
と
差
別
す
る
。
そ
し
て
、
邪
な
考
え
を
捨
て
て
、
真
実
を
知
ろ
う
と
す

る
。
こ
れ
は
、
相
対
分
別
の
わ
た
し
が
生
活
す
る
こ
の
世
界
で
は
正
し
い
と
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
仏
教
の
真
実
世
界
は
、
邪
を
捨
て
、
正
を
取
る
世
界
で
は
な
い
。

邪
も
な
く
、
正
も
な
い
実
相
に
生
き
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。
仏

じ
ゃ
し
ょ
ベ

，

教
の
真
実
を
い
う
実
相
に
は
、
邪
正
は
な
い
。
邪
正
は
心
に
よ
っ
て
起
こ
る

に
過
、
ぎ
な
い
。
心
が
邪
で
あ
れ
ば
一
切
の
も
の
が
邪
と
な
り
、
心
が
正
で
あ
れ

ば
一
切
の
も
の
が
正
と
な
る
。
こ
の
正
と
邪
を
始
め

一
と
多
、
凡
と
聖
、
貧

と
富
、
生
と
死
、
善
と
悪
、
美
と
醜
な
ど
を
分
け
る
差
別
の
心
は
、
大
乗
仏
教

の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
大
乗
仏
教
が
教
え
る
と
こ
ろ
は
、
差
別
即
平

野)

等
、
平
等
即
差
別
に
あ
る
。

『法華玄義』の研究(主:) (大

仏
は
、
差
別
即
平
等
・
平
等
即
差
別
の
世
界
に
住
み
、
真
実
で
あ
る
実
相
に

包
ま
れ
、
十
八
不
共
法
と
総
称
さ
れ
る
、
十
八
種
の
特
質
を
具
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
十
八
種
の
特
質
は
、
仏
が
具
え
る
自
行
と
化
他
の
十
の
智
慧
で
あ

「
十
力
」
と
、
仏
が
何
も
の
も
畏
れ
ず
人
々
を
教
化
す
る
四
の
自
信
で
あ
る

る「
四
無
所
畏
」
と
、
仏
は
教
え
を
聴
く
も
の
が
ど
の
よ
う
な
態
度
に
出
て
も
、

心
を
動
か
す
こ
と
な
く
法
を
説
き
、
対
象
を
正
し
く
観
察
し
て
そ
れ
に
想
い
を

留
め
る
三
の
は
た
ら
き
で
あ
る

「
三
念
処
」と
、
衆
生
に
楽
し
み
を
与
え
よ
う

と
念
じ
る
「
慈
」

と
す
る
「
悲
」

と
、
衆
生
の
苦
し
み
を
知
っ
て
憐
れ
み
、
苦
し
み
を
除
こ
う

だ
い
じ
だ
い
ひ
・
だ
い
ず
だ
い
ひ

と
の
、
仏
の
広
大
無
辺
の
「
大
慈
大
悲
」
と
を
合
わ
せ

た
、
仏
だ
け
が
具
え
る
十
八
種
の
特
質
で
あ
る
。

こ
の
仏
の
特
質
は
、
不
可
思
議
で
、
勝
れ
、
限
り
が
な
い
。

こ
の
特
質
は
、
二
乗
や
菩
薩
と
は
異
な
り
、
二
乗
や
菩
薩
と
は
共
通
し
な

し 3

だ
か
ら
、
仏
が
同
一
の
仏
土
を
示
し
、
同
一
の
仏
身
を
顕
わ
し
、
同
一
の
説

法
を
し
て
も
、
二
乗
や
菩
薩
に
は
、
仏
土
が
浄
土
と
見
え
た
り
穣
土
と
見
え
た

い
っ
と
ん

り
、
仏
身
が
巨
身
と
見
え
た
り
細
身
と
見
え
た
り
、
一
音
の
説
法
が
そ
れ
ぞ
れ

に
理
解
さ
れ
、
恐
畏
さ
れ
、
歓
喜
さ
れ
、
厭
離
さ
れ
、
断
疑
さ
れ
た
り
す
る
。

「
影
は
、
万
水
に
臨
み
、
器
の
方
円
を
逐
い
、
波
の
動
静
に
随
う
」

と
しユ

う
、
仏
身
を
現
わ
す
不
問
、
仏
土
を
示
す
不
向
、
仏
法
を
説
く
不
同
を
開
い
て

『
維
摩
経
』
の
な
か
の
経
文
を
引
く
と
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

五
時
の
な
か
の
第
三
方
等
時
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
対
説
し
て
い

る
。
代
表
と
す
る
経
典
は
『
維
摩
経
』

で
あ
る
。
『
維
摩
経
』
は

「
空
」
の
思

想
に
基
づ
き
、
大
乗
の
菩
薩
道
の
実
践
を
説
き
、
不
二
の
法
門
を
明
か
し
、
不

可
思
議
解
脱
を
究
極
の
境
地
と
し
て
い
る
。

入
不
二
法
門
は
、
文
殊
な
ど
の
三
十
二
菩
薩
と
維
摩
居
士
と
の
間
で
、
生
・

75 

滅
や
善
・
悪
な
ど
の
相
対
す
る
原
理
に
つ
い
て
問
答
を
交
わ
し
、

そ
れ
を
超
え
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た
絶
対
の
理
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
殊
は
、
表
現
す
る
こ
と
も
識
る
こ

と
も
で
き
な
い
そ
の
こ
と
、
「
無
言
無
説
無
示
無
識
」

を
入
不
二
法
門
と
し

人間文化

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
維
摩
居
士
は
沈
黙
、
「
黙
不
二
」
に
よ
っ
て
入
不
二
法

門
を
表
わ
し
た
。

そ
う

じ

よ
う

僧
肇
は
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
第
八
で
、
維
摩
居
士
の
境
地
を
最
高
の
も
の

え

お
ん

と
し
て
い
る
。
慧
遠
は
、
『
維
摩
経
義
記
』
巻
三
末
で
、
相
対
の
否
定
に
よ
っ

て
高
次
な
絶
対
を
表
わ
す
諸
菩
薩
の
立
場
を
遣
相
門
と
し
、
相
対
そ
の
こ
と
が

絶
対
で
あ
る
と
す
る
文
殊
や
維
摩
の
立
場
を
融
相
門
と
し
、
遣
相
門
と
融
相
門

と
の
二
つ
に
分
け
て
論
じ
て
い
る

。

く
み

智
額
は
、
こ
れ
ら
の
立
場
に
与
し
な
い
。
『
維
摩
経
』
を
究
極
の
仏
教
の
説

と
せ
ず
、
別
教
や
円
教
の
経
典
と
し
て
位
置
付
け
な
い
の
が
、
智
頭
の
立
場
で

あ
る
。
智
額
は
、
『維
摩
経
』
を
大
乗
初
門
の
教
え
と
し
、
小
乗
人
を
大
乗
に

渡
す
役
割
に
位
置
付
け
る
立
場
に
立
つ
。

そ
れ
は
、
荊
渓
湛
然
が
『
法
華
玄
義
釈
畿
』
の
巻
第
七
上
に
、
入
不
二
法
門

lま

「
不
二
而
二
・
二
而
不
二
」
と
、
不
二
は
二
に
し
て
不
二
と
明
か
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
生
と
死
、
善
と
悪
、
是
と
非
、
美
と
醜
、
長
と

短
な
ど
、
絶
対
に
一
に
な
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
二
の
対
立
概
念
を

、

二

に
し
て
不

二
と
明
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
不
二
は
絶
対
の
一
で
は
な

い
。
二
を
残
し
な
が
ら
の
不
二
で
あ
る

。

相
対
を
残
し
な
が
ら
の
絶
対
で
あ

る
。

別
教
と
円
教
は
、
煩
悩
即
菩
提
・
菩
提
即
煩
悩
に
あ
る
。
倍
り
の
実
現
を
妨

76 

げ
る
煩
悩
も
、
本
質
は
不
変
の
真
実
に
あ
る
か
ら
、
煩
悩
は
不
変
の
真
実
を
離

れ
な
い
。
煩
悩
が
そ
の
ま
ま
悟
り
の
縁
と
な
る
。
煩
悩
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
菩

提
は
な
い
。
こ
れ
を
、
生
死
即
浬
繋
と
も
い
う
。
仏
の
智
慧
か
ら
み
れ
ば
、
迷

い
に
沈
潜
す
る
衆
生
の
生
死
そ
の
も
の
が
、
不
生
不
滅
で
あ
る
清
浄
な
ニ
ル

ヴ
ァ
l

ナ
の
境
界
に
他
な
ら
な
い
。

円
教
は
、
二
乗
も
三
乗
も
そ
の
ま
ま
一
乗
・

一
仏
乗
に
包
摂
し
、
二
乗
も
、

三
乗
も
、

一
乗
も
す
べ
て
一
味
の
一
仏
乗
に
あ
る

。

声
聞
の
河
水
が
流
れ
込

み
、
縁
覚
の
河
水
が
流
れ
込
み
、
菩
薩
の
河
水
が
流
れ
込
む
大
海
が

一
仏
乗
で

あ
り
、
円
教
で
あ
る
。
大
海
は

一
切
を
包
摂
し
た
一
味
に
あ
る
。

円
教
の

『法
華
経
』
は
、
『
華
厳
経
』
も

『阿
合
経
』
も
『
般
若
経
』
も
、

す
べ
て
の
仏
説
を
内
に
包
み
込
ん
だ
仏
教
全
体
の
経
典
で
あ
り
、
『
華
厳
経
』

『阿
合
経
』
『
般
若
経
』
も
、
『
法
華
経
』
の
精
神
の
顕
現
と
し
て
絶
対
性
を
も

つ
。
『
華
厳
経
』
『
阿
合
経
』
『
般
若
経
』
を
説
い
た
仏
の
意
図
を
、
『
法
華
経
』

か
い

え

の
総
合
承
認
で
あ
る
「
開
会
」
を
通
し
て
体
得
し
、
改
め
て
『
華
厳
経
』
『
阿

合
経
』
『
般
若
経
』
に
向
か
え
ば
、
『
華
厳
経
』
『
阿
合
経
』
『
般
若
経
』
の
説
法

は
直
ち
に
『
法
華
経
』

の
精
神
に
繋
が
り
、
『
法
華
経
』
と
同
じ
価
値
と
な

り
、
す
べ
て
の
経
典
に
通
じ
る
『
華
厳
経
』
『
阿
合
経
』
『
般
若
経
』
と
な
る
。

な
お

「
開
会
」
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
教
え
や
修
行
が
、

そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
と
す
る
誤
っ
た
考
え
を
開
い
て
正
し
、
三
乗
は

一
仏
乗
に
帰
す
る



と
会
得
さ
せ
、
す
べ
て
は
大
乗
で
あ
る
と
止
揚
し
、
統
合
す
る
こ
と
を
い
う

。

『
維
摩
経
』
は
、
二
乗
や
三
乗
を
残
し
た
ま
ま
、
仏
と
な
る
道
を
主
張
し
て

い
司
。。

い
っ
て
み
れ
ば
『
維
摩
経
』
は
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
・
仏
乗

の
四
乗
立
ち
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
円
教
は

す
べ
て
は
一
仏
乗
に
収
数
す
る
一
乗
立
ち
で
あ

る
。
円
教
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
総
合
承
認
す
る
開
会
に
よ
っ
て

一
切
を

包
摂
す
る

「
開
顕
円
」

一
仏
乗
だ
け
の

で
は
あ
る
が
、
究
極
の
円
教
は

円
」
に
極
ま
る
。

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
『
維
摩
経
』
を
代
表
と
す
る
方
等
時
は
、
二
に
し
て
不
二

と
、
二
を
残
し
、
絶
対
の
一
に
成
り
き
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

事
象
を
相
対
分

別
す
る
境
地
を
残
し

一
仏
乗
き
り
の

一
仏
乗
に
成
り
き
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
二
乗
・
三
乗
を
残
し
た
ま
ま
仏
と
な
る
道
を
説
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

空
の
思
想
は
、

「
即
空
」
の
諸
法
実
相
に
至
っ
て
い
な
い

。

だ
か
ら
、
無
差
別

野)

の
一
味
に
至
り
着
い
て
い
な
い
差
別
が
残
る
大
乗
の
初
門
に
あ
る
と
し
て
、
第

『法華玄義』の研究住) (大

ニ
方
等
時
に
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
相
対
分
別
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
を
さ
ら
に
確
認
す
る
た
め

に
、
『
維
摩
経
』
の
な
か
の
経
文
を
引
き
な
が
ら
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・

意
の
六
識
の
面
か
ら
再
確
認
し
た
い

。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
乗
人
を

大
乗
に
渡
す
役
割
を
荷
な
う
第
三
方
等
時
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
大
乗
を

称
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
機
の
声
聞
人
を
強
く
町
き
叱
り
つ
け
て
、
大
乗
に

導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
明
か
し
た
い

。

な
お
、
耳
識
の
内
容
は
舌
識

の
内
容
を
兼
ね
る
。

第
一
は
、
眼
識
が
は
た
ら
く
「
見
の
浄
械
」
の
有
り
様
で
あ
る
。

仏
は
わ
た
し
た
ち
に

わ
た
し
が
住
む
現
実
の
世
界
を
仏
が
お
わ
す
仏
国
土

一
色
で
示
し
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

わ
た
し
た
ち
の
信
心
や
善
根
な
ど
の
機

根
・
根
性
が
区
々
で
あ
り
、

わ
た
し
た
ち
の
感
と
仏
の
応
と
が
す
れ
違
っ
て
い

市竜

る
。
だ
か
ら
仏
が
示
し
見
せ
る
仏
土
を
、
清
浄
な
浄
土
と
見
る
菩
薩
の
よ
う
な

人
も
い
れ
ば
、
不
浄
な
穣
土
と
見
る
声
聞
の
よ

う

な
人
も
い
て
、
見
方
が

一
つ

で
な
い

。

例
え
ば
『
維
摩
経
』
仏
国
品
で
は
、
螺
警
究
王
は
、
仏
が
示
し
見
せ
る
こ
の

国
を
、
他
化
自
在
天
の
宮
殿
の
よ
う
に
清
浄
と
見
る
が

、

舎
利
弗
は
、
丘
や
穴

や
、
荒
れ
果
て
た
土
地
や
、
砂
・
小
石
・
土
・
石
・
山
な
ど
、
汚
い
も
の
で
充

ち
満
ち
て
い
る
と
見
る
。
螺

警
党
王
は
、
舎
利
弗
の
心
に
高
低
が
あ
っ
て
、
仏

の
智
慧
で
見
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
国
を
不
浄
だ
と
見
る
が
、
世
の
す
べ
て
の

人
に
対
し
て
、
平
等
で
、
深
く
道
を
求
め
る
深
心
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
国
は
清

ら
か
に
あ
る
と
見
る
と
い
う

。

第
二
は
、
耳
識
が
は
た
ら
く
「
聞
の
褒
疑
」

の
有
り
様
で
あ
る
。

聞
の
褒
販
は
、
方
等
会
座
の
顕
露
の
弾
詞
を
い
う

。

仏
が
維
摩
居
士
や
諸
菩

薩
を
褒
め
讃
え
る
の
は
、
「
褒
」
で
あ
り
、
声
聞
人
を
庭
し
抑
え
る
の
は

へ
ん

「
匹
以
」
で
あ
る
。
褒
疑
の
実
例
は
各
所
に
出
る
。
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第26号

例
え
ば
『
維
摩
経
』
弟
子
品
で
は
、
維
摩
居
士
の
病
気
を
聞
い
て
、
仏
が
誰

か
に
病
気
見
舞
い
を
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。
舎
利
弗
に
見
舞
い
に
行
き
な
さ
い

お
じ
よ
く

と
い
う
と
、
舎
利
弗
は
、
維
摩
居
士
が
汚
濁
の
真
っ
只
中
に
生
き
る
、
「
道
法

人間文化

を
捨
て
ず
し
て
凡
夫
の
事
を
現
ず
る
」
坐
禅
で
な
け
れ
ば
死
ん
だ
坐
禅
に
過
ぎ

な
い
と
喝
破
し
、
わ
た
し
の
坐
禅
を
死
禅
に
過
ぎ
な
い
と

一
蹴
し
た
こ
と
を
理

由
に
挙
げ
て
、
あ
の
維
摩
居
士
は
苦
手
で
す
と
辞
退
す
る

。

仏
は
仕
方
な
く
、
順
に
十
人
の
弟
子
に
見
舞
い
に
行
く
よ
う
に
説
得
す
る

。

十
人
と
も
見
舞
い
に
行
き
た
く
な
い
理
由
を
い
ろ
い
ろ
と
挙
げ
る

。

大
声
聞
が

見
舞
い
に
行
き
た
く
な
い
一
連
の
理
由
は
十
人
十
色
で
、
維
摩
居
士
の
口
を
借

り
て
声
聞
乗
の
人
々
を
弾
詞
、
「
庭
」

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
挙
げ
ら
れ
た
理

由
の

一
つ
ひ
と
つ
は
、
維
摩
居
士
の
偉
大
き
を
示
す
と
と
も
に

、

大
乗
仏
教
の

た
ん
が
き
ょ
う

し
て
い
る
。
『
維
摩
経
』
を
弾
詞
教
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
れ
に

卓
越
性
を

「
世
情
説
」

レ
品
マ
ハ
出

。
聞
の
褒
肢
は
、
舌
が
織
り
な
す
「
味
の
褒
庭
」

の
有
り
様
を
含
む

。

『
維
摩
経
』
香
積
仏
品
で
は
、
維
摩
居
士
は
、
仏
の
説
法
の
最
中
に
昼
食
の

心
配
を
し
て
い
る
舎
利
弗
の
心
を
読
み
取
っ
て

一
人
の
菩
薩
の
姿
を
造
り
出

す
。

そ
し
て
ガ
ン
ジ
ス
河
の
よ
う
に
数
多
く
の
仏
の
国
を
四
十
二
通
り
過

、

ぎ
た

衆
香
国
へ
遣
わ
し
、
香
積
仏
に
食
事
の
残
り
を
求
め
さ
せ
る
。
香
積
仏
は
、
香

り
高
い
鉢
に
香
り
豊
か
な
食
物
を
盛
り
上
げ
て
、
化
菩
薩
に
与
え
る

。

化
菩
薩

は
、
食
物
を
盛
っ
た
鉢
を
も
ち
、
九
百
万
の
衆
香
国
の
菩
薩
と
一
緒
に
、
仏
の

不
可
思
議
力
と
維
摩
居
士
の
力
と
を
受
け
て

一
瞬
の
う
ち
に
維
摩
居
士
の
家
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に
一
戻
る
。一
鉢
の
食
事
は
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
す
べ
て
を
飽
食
さ
せ

そ
れ
で

も
な
お
食
物
は
元
の
ま
ま
で
少
し
も
な
く
な
ら
な
か
っ
た

。

香
積
仏
の
甘
露
味

び
や
り

の
香
気
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
l

リ
・
毘
耶
離
の
市
内
ば
か
り
で
な
く
、

三
千
大
千

世
界
に
立
ち
込
め
た
と
い
う

。

香
積
仏
の
香
り
高
い
食
物
を
褒
、
舎
利
弗
の
心
根
を
庭

、

つ
ま
り
、
大
乗
の

境
涯
を

「
夜
弘
」

「
疑
」し
て
い
る

。

し
、

小
乗
の
心
根
を

第
三
は
、
鼻
識
が
は
た
ら
く
「
嘆
の
蒼
萄
と
不
蒼
萄
」
の
有
り
様
で
あ
る
。

仏
は

、

仏
の
功
徳
と
い
う

一
香
し
か
出
さ
な
い
。
わ
た
し
は
、
そ
の
一
香
を

仏
の
香
り
と
取
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
声
聞
の
香
り
と
取
っ
た
り
、
僻
支
仏
の

香
り
と
取
っ
た
り
し
て
し
ま
う

。

菩
薩
が
聞
く
仏
の
功
徳
の
香
り
が

「蒼
葡
」

で
あ
り
、
仏
の

一
香
を
、
菩
薩
以
外
の
声
聞
や
僻
支
仏
の
功
徳
の
香
り
と
嘆
い

で
し
ま
う
の
が

「
不蒼
萄
」
で
あ
る
。

例
え
ば
『
維
摩
経
』
観
衆
生
品
で
は
、
舎
利
弗
が
天
女
に
、
三
乗
の
う
ち
の

ど
れ
を
求
め
て
い
る
か
と
尋
ね
る
。
天
女
が
い
う
。

わ
た
し
は
、
自
ら
の
倍
り

を
求
め
て
励
む
声
聞
に
説
か
れ
た
教
え
を
説
い
て
世
の
人
を
導
く
か
ら
、
聖
者

で
あ
る

。

わ
た
し
は
、
因
縁
の
理
法
を
説
い
て
世
の
人
を
導
く
か
ら
か
ら
、
悟

り
の
内
容
を

一
人
楽
し
む
、
昨
支
仏
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
広
大
な
慈
悲
を
垂

れ
て
世
の
人
を
導
く
か
ら
、
大
乗
を
求
め
る
菩
薩
で
あ
る
と

。

さ
ら
に
天
女
は
こ
と
ば
を
接
つ
い
で
、
遠
く
ま
で
バ
ニ
ラ
に
似
た
芳
香
が
薫



り
、
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
、
高
大
な
樹
が
生
い
茂
る
チ
ャ
ン
パ
カ
林

・

蒼
萄

林
に
入
る
と
、
人
は
た
だ
チ
ャ
ン
パ
カ
の
芳
香
を
嘆
ぐ
だ
け
で
、

そ
れ
以
外
の

香
り
を
嘆
ぐ
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
で
、
仏
の
部
屋
に
入
れ
ば
、

-
占J
-
r、
4

争
J

争
J
L
川μ

の
功
徳
の
香
り
を
嘆
ぐ
だ
け
だ
と
い
う
。

仏
の
一
香
だ
け
を
聞
く
の
が

「
蒼
萄」
で
あ
り
、
仏
の
一
香
以
外
の
香
り
と

嘆
ぐ
の
が

「不
蒼
萄
」
で
あ
る
。

第
四
は
、
身
識
が
は
た
ら
く

「華
の
著
身
と
不
著
身
」
の
有
り
様
で
あ
る
。

声
聞
衆
は
、
花
び
ら
で
身
体
を
飾
る
の
は
戒
律
に
反
す
る
と
い
う
分
別
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
習
気
、
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
天
女
に
振
り
掛
け

ら
れ
た
花
び
ら
は
地
上
に
落
下
せ
ず
、
身
体
に
付
着
し
て
離
れ
な
い
。
こ
れ
が

「
著
身
」
で
あ
る
。
し
か
し
菩
薩
衆
は

一
切
の
相
対
分
別
を
離
れ
て
い
る
か

ら
、
振
り
掛
け
ら
れ
た
花
び
ら
は
身
体
に
付
着
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が

「不
著
身
」
で
あ
る
。

野)

『
維
摩
経
』
観
衆
生
品
で
維
摩
居
士
が
、
「無
住
の
本
か
ら

一
切
の
法
が

r法華玄義』の研究(当(大

ム
リ
一
つ
」
と
説
法
し
た
。
維
摩
居
士
の
説
法
は
、
間
違
っ
た
考
え
は
本
来
実
体
が

な
い
幻
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
存
在
の
根
底
は
、
事
象
に
は
固
定
的
な

「無
相
」
に
あ
り
、
事
象
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で

-
A
V
、
A
P

-

A
1

h
h

、
』

」q
f

刀
み
八
・
刀
+
ω
し

「
空
無」
に
あ
り
、

あ
っ
て
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
は
な
い

し
た

「無
住
」

が
っ
て
、
執
著
す
べ
き
も
の
は
何
も
な
い

に
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

維
摩
居
士
の
部
屋
に
い
た
天
女
は
、
維
摩
居
士
の
説
法
を
聞
い
て
喜
び
、
満

足
し
て
心
も
奪
わ
れ
て
、
自
分
の
身
体
を
現
わ
し
た
。
そ
し
て
、
菩
薩
や
声
聞

た
ち
の
上
に
天
の
花
び
ら
を
振
り
掛
け
た
。
菩
薩
た
ち
に
降
り
掛
か
っ
た
花
び

ら
は
地
に
落
下
し
て
、
身
体
に
付
着
し
な
か
っ
た
が
、
舎
利
弗
を
始
め
と
す
る

声
聞
衆
に
降
り
掛
か
っ
た
天
の
花
び
ら
は
、
身
体
に
付
着
し
て
落
下
し
な
か
っ

た
。
声
聞
衆
が
神
通
力
に
よ
っ
て
取
り
除
こ
う
と
し
て
も
離
れ
な
か
っ
た
。
大

機
の
菩
薩
衆
の
花
び
ら
が
落
下
し
た
の
が
、
不
著
身
、

「
身
に
著
か
な
い
」
で

あ
る
。

声
聞
衆
が
香
華
を
衣
服
や
身
に
付
け
る
の
は
、
異
性
を
誘
惑
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
、
戒
律
に
反
す
る
。
花
び
ら
が
身
に
付
着
す
る
の
は

一
切
の
分
別
を

捨
て
果
て
て
い
る
は
ず
の
出
家
の
声
聞
衆
に
、
相
対
分
別
の
想
念
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
。
花
び
ら
は
、
分
別
す
る
こ
と
が
な
い
。
分
別
す
る
の
は
声
聞
衆
の

方
で
あ
る
。
声
聞
衆
が
、
香
華
を
身
に
付
着
す
る
こ
と
は
戒
律
に
反
す
る
と
相

対
分
別
す
る
。
こ
の
相
対
分
別
が
、
様
々
な
妄
想
や
幻
影
や
善
や
悪
を
生
み
出

し
て
い
く
。
戒
律
が
示
す
善
法
に
固
執
し
て
分
別
を
巡
ら
し
て
い
る
た
め
、
花

び
ら
が
付
着
し
て
離
れ
な
い
。
声
聞
衆
は
、
戒
律
に
違
反
す
る
花
び
ら
を
畏
れ

て
い
る
。
花
び
ら
に
怯
え
て
い
る
。

そ
こ
に
悪
魔
が
付
け
込
む
。
こ
れ
が
著

身
、
「身
に
著
く
」
で
あ
る
。

第
五
は
、
意
識
が
は
た
ら
く

「慧
の
若
干
と
不
若
干
」

の
有
り
様
で
あ
る
。

仏
の
肉
体
を
い
う
色
身
に
は
、
す
が
た
形
や
、
勝
れ
た
身
体
的
特
徴
や
、
家
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柄
・

種
性
に
は
違
い
が
あ
あ
る
が
、
仏
の
智
慧
は
、
大
空
の
よ
う
に
何
も
の
に

も
遮
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
無
擬
智
で
あ
る

。

「
若
干
」
は
、
声
聞
人
が
も
っ
分

人間文化

別
智
を
い
い
、
「不
若
干
」
は
、
菩
薩
が
も
っ
無
分
別
智
で
あ
る
無
擬
智
を
い

Pつ
ノ
。

『
維
摩
経
』
菩
薩
行
品
で
、
仏
が
い
う
。
阿
難
よ
、
き
み
は
仏
た
ち
の
国
を

見
て

そ
の
土
地
に
い
ろ
い
ろ
と
違
い
が
あ
る
が

大
空
に
は
違
い
が
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
る

。

こ
の
よ
う
に
、
仏
た
ち
の
身
体
に
は
差
違
が
あ
る
が
、
何

も
の
に
も
遮
ら
れ
な
い
仏
の
無
擬
智
に
は
差
違
が
な
い
と
。

仏
国
土
を
見
る
と
、

そ
の
土
地
に
い
ろ
い
ろ
の
違
い
が
あ
る

。

こ
れ
と
同
様

に
、
仏
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
す
が
た
を
見
れ
ば
、
仏
た
ち
の
す
が
た
形
や
、

そ
の
勝
れ
た
身
体
的
特
徴
や
、
家
柄
・
種
性
に
は
違
い
が
あ
る

。

こ
れ
が

干
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
戒
め
を
守
り
、
こ
こ
ろ
の
動
揺
を
鎮
め
、
智
慧
を
磨
き
、
煩
悩
か

ら
解
放
さ
れ
、
解
放
さ
れ
た
喜
び
に
浸
る
と
い
っ
た
五
つ
の
功
徳
、

そ
れ
に
、

十
の
智
慧
の
力
や
四
つ
の
畏
れ
を
知
ら
な
い
自
信
な
ど
、
仏
だ
け
に
具
わ
っ
て

い
る
特
質
、
広
大
な
慈
悲
、
威
儀
正
し
い
振
る
舞
い
、

そ
の
他
そ
の
寿
命
や
、

教
え
を
説
い
て
導
き
、
人
々
を
悟
り
に
至
ら
せ
、
仏
国
土
を
浄
め
、
他
の
仏
た

ち
の
教
え
を
身
に
付
け
る
と
い
っ
た
、
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

仏
の
智
慧
で
あ
る

「
十
力」
「
四
無
畏
」
「
三
念
住
」
と

「大
悲
」
は
、
仏
国
土

を
覆
っ
て
い
る
大
空
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
仏
に
一
様
に
具
わ
り
何
の
違
い
も

な
い
。
こ
れ
が

「
不
若
干
」で
あ
る

。
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「
浄
・

械
」
「
褒
・

疑
」
「
蒼
萄
・
不
蒼
萄
」
「著
身
・
不
著
身

」
「若
干
・
不

若
干
」
と
い
う
、
二
つ
の
対
立
概
念
を
立
て
た
分
別
智
を
完
全
に
捨
象
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
の
が
『
浄
名
』

つ
ま
り
『
維
摩
経
』
を
代
表
と
す
る
、

第
三
時
の
方
等
時
の
諸
経
典
が
基
本
と
し
て
も
つ
性
格
で
あ
る
。

第
三
方
等
時
の
諸
経
典
が
共
通
し
て
明
か
す
性
格
は
以
上
で
あ
る
が
、
方
等

時
は
も
う
一
つ
役
割
を
荷
な
う

。

そ
れ
は
、
前
の
第
二
鹿
苑
時
の
小
乗
人
を
、

後
の
第
四
般
若
時
・
第
五
法
華
浬
繋
時
の
大
乗
に
渡
す
役
割
で
あ
る

。

こ
の
役

割
を
『
維
摩
経
』
は
、
不
二
の
法
門
と
不
可
思
議
解
脱
で
明
か
す
。

わ
た
し
は

一
切
の
事
象
を
こ
れ
か
あ
れ
か
に
区
別
し

こ
れ
が
正
し
く
あ

「
若

れ
は
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
る

。

わ
た
し
は
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
と
あ
れ
と
を

対
立
さ
せ
て
考
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

で
あ
る

。

浄
・
械
、
褒

「
分
別
」

庭
、
蒼
萄
・
不
蒼
萄
、
著
身
・
不
著
身
、
若
干
・
不
若
干
と
い
う
こ
つ
の
対
立

概
念
以
外
に
も
、
日
常
の
大
と
小
、
深
と
浅
、
厚
と
薄
、
高
と
低
、
得
と
損
、

成
功
と
失
敗
、

理
想
と
現
実
、
善
と
悪
、
楽
と
苦
や
、
非
日
常
の
悟
り
と
迷

い
、
菩
提
と
煩
悩
な
ど

ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
と
考
え
る

。

わ
た
し
が
事
象
を
区
別
し
て
考
え
る
の
は
、
事
象
を
対
立
的
に
考
え
る
か
ら

で
あ
る

。

二
つ
に
分
け
て

、

二
元
的
に
考
え
る
か
ら
で
あ
る

。

例
え
ば
、
煩
悩
は
悩
み
で
あ
り
、
執
著
で
あ
る
。
菩
提
は
悟
り
で
あ
る

。

わ

た
し
は
、

も
の
に
執
著
す
る
こ
と
と
、

宇
品
つ

も
の
に
執
著
し
な
い
倍
り
と
は
、



た
く
違
う
と
考
え
る
。
し
か
し
、

わ
た
し
を
よ
く
よ
く
見
定
め
て
み
れ
ば
、
徹

底
し
て
執
著
す
る
か
ら
、
執
著
を
離
れ
た
自
由
な
境
地
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
愛
欲
に
溺
れ
る
か
ら
、
愛
欲
の
虚
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
酒
に
溺

れ
、
二
日
酔
い
に
の
た
う
ち
回
る
か
ら
、
酒
に
溺
れ
ま
い
と
す
る
。

生
と
死
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
こ
と
と
考
え
る
が
、
生
が
な
け
れ
ば
死
は
な

い
。
生
と
死
と
は
、
非
連
続
の
連
続
で
あ
る
。

薪
と
灰
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
と
見
れ
ば
、
二
で
あ
る
が
、
薪
が
焼
け

た
か
ら
灰
に
な
っ
た
と
見
れ
ば
、
薪
と
灰
と
は
不
こ
で
あ
る
。

水
と
波
は
、
波
の
本
性
を
離
れ
て
水
は
な
く
、
水
の
本
性
を
離
れ
て
波
は
な

い
。
波
の
本
性
は
ど
こ
ま
で
も
水
で
あ
る
。
水
の
本
性
は
波
と
し
て
は
た
ら
い

て
い
る
か
ら
、
水
と
波
と
は
不
二
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
生
と
死
の
よ
う
に
、
薪
と
灰
の
よ
う
に
、
水
と
波
の
よ
う
に
、

二
で
あ
り
な
が
ら
不
二
で
あ
り

一
切
に
繋
が
っ
て
一
で
あ
る
。
こ
れ
が
不

野)

の
法
円
で
あ
る
。
不
二
の
法
門
で
は

一
切
の
対
立
を
超
え
た
対
立
の
な
い
世

『法華玄義』の研究(主) (大

界
に
入
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
に
、
二
の
相
対
立
す
る
も
の
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
境
地
に
入
る
の
で
あ
る
。

善
と
悪
、
生
死
と
浬
繋
、
煩
悩
と
菩
提
と
い
う
、
対
立
を
超
え
た
立
場
か
ら

世
界
を
観
る
維
摩
居
士
の
生
き
方
、
修
行
法
は
、
不
可
思
議
解
脱
で
あ
る
。
不

ゆ
げ

ざ
ん
ま
い

可
思
議
解
脱
は
、
遊
戯
三
昧
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
魔
界
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
行
き

詰
ま
り
、
ど
う
に
も
な
ら
ず
に
も
が
い
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
か
し
維

摩
居
士
は

「
仏
界
を
も
愛
せ
ず
、
魔
界
を
も
怖
れ
ざ
る
」
境
地
に
あ
る
。
こ

れ
が
、
遊
戯
三
昧
で
あ
る
。
た
だ
遊
ぶ
、
無
心
に
遊
ぶ
、
遊
び
に
没
頭
す
る
の

で
あ
る
。
天
地
一
杯
の
無
心
の
遊
び
に
没
頭
す
る
と
き
、
遊
び
は
遊
び
で
な
く

な
る
。
仏
の
境
地
に
徹
し
て
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
境
地
に
あ
る
と
、
遊

び
と
仕
事
の
区
別
は
な
く
な
る
。
遊
び
と
仕
事
と
は
、
二
に
し
て
不
二
と
な

る
。
遊
戯
三
味
、
不
可
思
議
解
脱
は
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
維
摩
経
』
は
、
生
と
死
、
善
と
悪
、
是
と
非
、
美
と
醜
、
長

と
短
な
ど
、
絶
対
に

一
に
な
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
い
う
対
立
概
念

を
、
仏
の
目
か
ら
み
れ
ば
一
に
収
数
す
る
と
、

つ
ま
り
ご
に
し
て
不
二
と
説
い

て
い
る
。

二
に
し
て
不
二
と
大
乗
を
称
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
方
等
時
は
、
灰
身
滅
智

を
究
極
と
し
、
空
に
執
著
す
る
小
乗
人
を
叱
り
つ
け
、
世
間
相
常
住
に
あ
る
諸

法
実
相
を
開
顕
し
、

一
仏
乗
を
開
示
す
る
大
乗
の
教
え
に
目
を
向
げ
き
せ
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。

こ

ぼ
く
か
ん
が

ん

小
乗
人
は
空
を
追
求
す
る
。
そ
し
て
追
求
し
た
空
に
執
著
し
、
枯
木
は
寒
巌

よ

さ

ん
と
う

に
侍
り
、
三
冬
に
暖
気
な
し
と
、
空
に
沈
潜
す
る
。
第
三
方
等
時
は
、
蔵
・

通
・
別
・
円
の
四
教
を
並
べ
て
説
く
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
並
べ
て
説
く
な
か

に
、
自
然
に
軽
重
が
出
る
。
空
の
裏
に
不
空
・
仮
の
理
が
あ
る
こ
と
に
思
い
至

る
通
教
の
菩
薩
が
出
る
。
空
と
仮
の
奥
に
中
・
中
道
の
有
り
様
が
あ
る
と
思
い
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至
る
菩
薩
が
出
る
。
こ
う
し
て
、
現
実
を
如
夢
と
否
定
し
切
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
新
し
い
理
想
の
実
現
が
生
ま
れ
て
く
る
。
通
教
の
菩
薩
が
別
円
二
教
に

来
援
す
る
の
は
、
理
想
の
実
現
に
目
覚
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
別
接
通

人間文化

で
あ
り
、
円
接
通
で
あ
る
。
対
説
す
る
な
か
で
方
等
時
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円

の
四
教
に
濃
淡
を
生
む
。
そ
し
て
結
果
と
し
て

よ
り
高
次
な
別
教
の
但
中
の

理
に
目
覚
め
る
菩
薩
が
出
、
円
教
の
不
但
中
の
理
に
目
覚
め
て
い
く
菩
薩
が
出

る
。空

の
み
に
執
著
し
た
境
地
に
安
住
し
て
い
た
小
乗
人
が
、
但
空
を
超
え
た
不

空
・
仮
・
不
但
空
に
目
覚
め
、
空
と
仮
の
向
こ
う
に

一
切
が
あ
る
が
ま
ま
に

あ
る
中
・
中
道
の
有
り
様
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
大
乗
の
第
四
般
若
時
・

第
五
法
華
浬
繋
時
の
道
へ
転
進
し
て
い
く
。
こ
こ
に
小
乗
か
ら
大
乗
へ
と
橋
渡

し
す
る
第
三
方
等
時
の
役
割
が
あ
る
。

蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
対
説
し
、
大
乗
を
称
揚
す
る
な
か
で
、
小
乗
か

い
ざ
な

ら
大
乗
へ
声
聞
人
や
縁
覚
人
を
誘
う
の
が
、
弾
詞
の
教
え
で
あ
る
方
等
時
の

役
割
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
が
、
第
三
方
等
時
を
代
表
す
る
『
維
摩
経
』
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ

。

る

宇
宙
の
真
実
を
明
か
す
「
法
」

は
、
衆
生
の
機
根
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

さ
な
け
れ
ば
、
説
法
は
聴
聞
す
る
人
に
受
容
さ
れ
な
い
。
こ
の
視
点
に
立
っ
て

考
え
て
み
る
。

第
三
時
は
、
第
一
華
厳
時
と
第
二
鹿
苑
阿
合
時
に
続
い
て
、
『
維
摩
経
』
を
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始
め
、
『
思
益
経
』
『
勝
重
経
』
な
ど
の
大
乗
を
説
い
た
時
期
で
あ
る
。
大
乗
経

の
通
名
で
あ
る
方
等
の
名
称
を
使
っ
て
、
第
三
時
を
方
等
時
と
示
す
。

方
等
時
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
並
べ
た
平
坦
な
道
筋
を
説
き
、
第

二
時
で
得
た
小
乗
の
浅
い
悟
り
を
仏
の
深
い
悟
り
と
同
一
視
し
て
い
る
偏
見
を

打
破
し
、
大
乗
ヘ
橋
渡
し
し
よ
う
と
、
大
き
く
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
大

乗
の
初
門
を
「
平
地
」
で
象
徴
す
る
が
、
後
世
、
荊
渓
湛
然
は
こ
れ
を
、
平
地

の
な
か
の
「
食
時
」
と
い
う
術
語
で
象
徴
す
る
。
食
時
は
午
前
八
時
頃
を
い

Pつ
。し

か
し
『
維
摩
経
』
を
代
表
と
す
る
方
等
時
は

ま
だ
、
段
階
的
に
高
次
の

宗
教
的
な
立
場
に
導
く
、
漸
教
の
部
類
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
第
三
方
等
時

で
は
、
折
小
歎
大
・
弾
偏
褒
円
の
教
え
が
説
か
れ
、
耽
小
慕
大
の
思
い
を
抱
か

せ
る
。
こ
れ
は
共
通
し
て
、
大
乗
を
称
揚
す
る
こ
と
が
、
小
乗
は
詰
ま
ら
な
い

た
ん
が

と
叱
り
つ
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
弾
詞
」
の
時
で
あ
る
。

第
三
方
等
時
は
、
仏
釈
尊
が
生
身
の
わ
た
し
の
た
め
に
教
え
を
段
階
的
に
説

き
明
か
し
、

わ
た
し
を
低
次
か
ら
高
次
の
宗
教
的
な
立
場
に
導
く
、
最
も
実
践

的
、
か
つ
現
実
的
な
修
行
実
践
を
説
く
。
そ
の
た
め
に
、
相
対
分
別
に
軸
足
を

置
い
た
分
別
智
と
、
分
別
の
は
か
ら
い
を
離
れ
た
高
次
の
無
分
別
智
と
を
並
列

し
、
順
序
次
第
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
視
点
か
ら
考
え
て
、
第
三
方
等
時
は
、

前
時
の
酪
を
加
熱
濃
縮
し

一
層
発
酵
・
濃
縮
度
が
高
く
な
っ
た
、
新
鮮
な
作



り
た
て
の
カ
ル
ピ
ス
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
と
し
て
、
「
生
蘇
味
」

す
る
。

野)『法華玄義』の研究(主) (大

を
例
え
と
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